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国指定史跡上之国勝山館跡の遺構確認調査及び環境整備事業は昭和54年以来

本年で8か年を経過することとなりました。

この間遺構確認調査により各種建物跡、空壕、柵列、墓所等またこれに伴な

う豊富な遺物が検出され漸次当時の勝山館の姿が判明してきました。

昭和61年度は昭和59年度に引き続き館の東南隅に位置する侍屋敷跡の調査を

行ないましたところ段により地割区画された建物跡が12軒発見され、さらに北

側へ延びる事が判明しましたO

また整備は昭和58年度検出されました寺の沢地内用水施設跡の木樋、井戸の

復元、及びこれに至る園路、その他空壕跡、墓所、貝塚等の表示板、説明板の

設置を行ないましたことにより以前にもまして勝山館の姿の一端が回顧できる

ようになりましたO また館中央部を中心に草木等を伐採して仮整備を実施した

ところ館の景観が一新し、大手部分も推定され、改めてこの館の規模の壮大さ、

重要性等を知らされることになりました。

今後の上ノ国中世史跡公園計画の着実な前進を願いこの事業の継続推進にさ

らに決意を固くする所存でございます。

文化庁はじめ関係諸機関、諸先生方の一層のご指導、ご鞭撞を賜りますよう

お願い申し上げます。

昭和62年 3月

上ノ国町教育委員会

教 育長布 施 潤一郎
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1 .本書は史跡上之国勝山館跡の昭和61年度発掘

調査及び環境整備事業について概要をまとめ

たものである。環境整備工事並びに遺構調査

については文化財保護審議会特別委員をお願

いしている北海道大学足達富士夫先生 ・文

化学院鈴木亘先生から御指導をいただい

た。

2.本年度の発掘調査は次の体制Jでのぞんだ。

調査主体者、上ノ園町教育委員会教育長

布施潤一郎

主管上ノ国町教育委員会文化課課長関

登志夫

修景技術専門員 山崎重任(上ノ国町建設課

長)

発掘担当者学芸員松崎水穏

調査員 学芸員斉藤邦典

3 本書の編集は松崎・斉藤が協議の上斉藤が行

った。本書は I・1I.Nを斉藤 .rn・viを松

崎が執筆し、それぞれ文末に文買を示した。

尚Vは環境整備工事設計施行管理を委託した

柳田・石塚建築計画事務所に依頼した。

4 挿図作成は執筆者が行い作業員が補助した。

5.挿図の中で示した北方位は真北を示す。

6.調査にあたっては次の関係機関と各位に多大

な御指導と御援助を賜わった。(順不同〉

文化庁記念物諜加藤允彦佐藤信、北海道教

育庁文化課鈴木清士森田知忠鎌田幸彦伊藤

庄吉、桑田敏夫、北海道教育庁絵山教育局 大山

武士、山形大学仲野浩、北海道大学足達富士

仁I

夫、文化学院鈴木亘、大阪市立大学粉川昭平、

東京大学石井進、勝俣鎮夫東京女子大学大

隅和雄、神奈川大学網野善彦、埼玉大学荒木

仲介、宮城学院大学工藤雅樹、函館大学榎森

進、北海道教育大学佐々木馨、奈良国立文化財

研究所 沢田正昭光谷拓実、元興寺文化財研究

所内田俊秀松田隆嗣渡辺智恵美、東京国立

文化財研究所江本義理、東洋文庫渡辺兼席、

九州陶磁文化館 大橋康二、国立歴史民俗博物館

小野正敏、日本習字連盟 石原渉、北海道開拓

記念館三野紀雄、山田悟郎海保嶺夫小林幸

雄、東北北海道史研究会、Drデーピス、Drゲー

リークロフォード、北海道理蔵文化財センター

大沼忠春畑宏明長沼孝佐藤和雄三浦正

人、松前町教育委員会久保泰、乙部町教育委員

会森広樹、南茅部町教育委員会 小笠原忠久、

姥子千 代 志 鈴 木 正 語 宮 宏 明 小 田川哲彦松

本尚久

作業員

伊勢敏子大坂志保子笠谷奈智子、川 口泰子

工藤恵美子斉藤綾子佐藤祐美子沢村豊子

下倉美代子薄田百合子田畑日出子辻都茂

子辻美保子永田トモエ七尾美也八回揚

子浜田寛子福田真貴子布施末子布施幸

美宮上幸子森恵美子山崎洋子若狭孝子

鷲田フミ子

7 遺物の写真撮影について、鈴木正語氏に御助

力を賜った。

引用参考文献

中世住居祉伊藤郎爾 1958年

標準色彩図表A 日本色彩研究所 1970年

上之国勝山館跡 I ~湖 上ノ国町教育委員会

1981年~1986年





I 調査概要

1 調査

本年度調査対象地区は館後方部空壕地区の東側

に位置する通称侍屋敷と呼ばれている台地の一部

である。調査は台地中央部に位置する幅 1m，高

さ2m程の鈎の手状の土塁附近約470m2
を行なっ

た。調査期聞は 6月 9日より 10月9日までである。

尚埋め戻しは各地割面毎に段を復原した。調査方

法は24G~22G の 20m x 20mの大グリッド南北ラ

インを基準線として 4mx4mの小グリッドを設

定した。次に当地区での土層堆積状況、遺構の有

無確認のため台地の東倶H及び西側に 2m x 16mの

南北トレンチを設定し掘り下げた。その結果柱穴

群が確認されたため周聞を拡張したところ建物を

区画する地割段が確認されたため 1区画ずつ調査

を行なった。尚調査は各地割毎に柱穴配置略図を

作成し柱穴聞の重複、覆土の状態等を観察しなが

ら柱穴を掘り下げていった。尚焼土、炭化物等は

半載しセタション図作成後掘り下げフローテーシ

ョンのためのサンプリングを行なった。土塁は構

築時期を明確にするため東西に 2本、南北に 2本

のトレンチを入れた。遺物取り上げは 1. II層は

4mx4mグリッドを 4等分した 2mx2m毎の

一括取り上げ、 E層以下は実測図作成後レベノレに

附して取り上げた。尚当侍屋敷跡は昭和59年度今

年度調査区より南側の台地一世帯約1，100m'を行

い13の地割段により区画された建物群が検出され

ているところである。そのため各地割面の名称に

ついては昭和59年度に引き続き発見順に番号を附

していった。

6月 24G9、14、19、区、 24G2、 7、12、

17区に 2m幅トレンチ設定。同セクション図作成。

遺構確認調査。 24G16~19区東西セクション図作

成。 14号地割面柱穴配置略図作成。同調査

土塁地形図作成。同トレンチ掘り下げ。調査

7月 14号地割面写真撮影、平面実測。

15号地割面柱穴配置略図作成、向調査。写真撮影

平面実側

土塁調査及び附近の集石実側、写真撮影

8月 16号地割面柱穴配置略図作成、向調査。写

真撮影。平面実測

17号地割面柱穴配置略図作成、向調査。写真撮影。

平商実測

9月 18号地割蘭柱穴配置略図作成。向調査、写

真撮影。平面実測

19号地割面柱穴配置略図作成。向調査。写真撮影。

平面実測

20号、 21号柱穴配置略図作成

北側末調査区地形図作成。

調査区全面清掃。写真撮影

10月埋め戻し、終了

2.基本層序

本年度調査区の層序は以下のとおりである。

I層表土層。 10YR ?3'黒褐~ lOYRy'暗褐

E層 館廃絶後の自然堆積層。 10YR Y.褐~10Y

R~灰黄褐。炭化物、 OS-a 混入。細分されO

S-a純層が含まれる。

E層 館機能時の整地盛土層。 10YR Y.褐~10Y

R%黄褐。ソフトローム粒30%、炭化物等多量に

含有する。細分される。

N層 縄文期から館が機能する直前までの自然堆

積層である。

Na層 10Y R'YI黒縄文期以後より館が機能す

る直前までの自然堆積層である。

Nc周 10Y R%明黄渇縄文期包含層。

V周 ソフトローム

~層 ハードローム

3 .保存処理

昭和58年度より国の補助を得て勝山館跡より出

土した鉄製品、木製品、漆器の処理を行っている。

今年度は600点の鉄製品を合成樹脂減圧含浸処

理、 1，240点の木製品を恒温水槽等を用いての P

EG含浸処理、 20点の漆器をアノレコーノレ、キシレ

ン樹脂法により処理を行なった。

4.環 境 整 備

今年度は昭和58年度検出の用水施設跡内の木

樋、井戸の立体復元、それに附属する説明板 1基、

表示板 2基、さらに御代参道路より用水施設跡へ

の図路。また昭和59年度整備された空壕 I、E、

Eに説明板 l基、表示板 5基、土葬墓に説明板 1

基、表示板 l基、室町期貝塚(遺物廃棄場所〕に

表示板 1基。昨年度環境整備を行った柵列、土塁、

石積み階段 (1日道の一部)に表示板 3基、昨年度

発掘調査により検出された揚手門跡、それに続く

橋跡に表示板 2基を設置した。(斉藤〉
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II 遺構確認調査

1 発掘調査

〈調査目的〉

調査概要で述べているとおり侍屋敷跡約1，100

dの調査が昭和四年度行なわれ13に地割区画さ

れた建物群が検出された。建物群は小規模な住居

様のものと総柱の倉庫状の建物 2棟 1対となって

いた事が判明した。しかしその入口あるいは出口

については未解決のままであり、侍屋敷跡地内中

央部に位置する鈎の手状を呈する土塁がその役割

を果たしているのではないかと考えられてきた。

また昭和59年度土塁のすぐ北側に鈎の手状に伸び

ている石列が検出され土塁との関係が考慮されて

きた。このためこの土塁の構築時期、土塁と石列の

関係、石列の構築時期、それらの果たした役割を

知ること。さらに昭和59年度同様地割区画された

建物群が存在するのか等を明らかにすることを目

的として土塁周辺部の遺構確認調査を実施した。

1 土塁、石列

(1) 位置、概要 (第 3図〕

a 土塁 東西に対称形をなすように構築され

ている。東側は24G3、4、8、9区にまたがる。

24G 8、 9区より北東方向へ約5.5m程伸びほぼ

直角に屈曲し南西方向へ約 6m程のびる。最大幅

2.5m、高さ1.5mである。西側は24H5区、 24G

I、 2、7区にまたがる。 24G7区より北東方向

へ約5.5m程伸び屈曲し南東方向へ約 8m程のひと

る。最大幅2.7m、高さ1.3mである。東西いずれ

の土塁も一端は台地の肩まで達している。

6 石列 土塁よりやや北側に位置し土塁と同

様、東西に対称形をなす形で構築されており鈎の

手状をなす。東側は23G、24区、 24G3区にまた

がっている。 24G3区より北東方向へ約3.4m程

伸びほぼ直角に屈曲する形で南東方向へ約 8mの

びる。東側は23G21、22区、24G2区にまたがる。

24G 2区より北東方向へ約3.4m程伸びほぼ直角

に屈曲する形で南東方向へ伸びる。東西の石列は

いずれもその一端は台地の肩に達し、さらに南へ

2m程屈曲する。

(2) 層序

SPA~Aについて(第 2 図〕

土塁の構築時期及びその堆積状況及び両土塁の

間の通路の存在を把握することを目的とした。東

西両土塁は I層及び os-aが混入するややソフ

トな盛土層からなっておりその下部にはプライマ

リーな堆積を示すE層がある。 E層は所謂館廃絶

後の自然、堆積層である。その下部には館機能時の

整地盛土層である困層の堆積が一部みられること

より東西両土塁はE層堆積後の構築と考えられ、

侍屋敷跡に存在する地割区画された建物群よりは

るかに新しいものであることが判明した。しかし

第 2図上左にあたる東側土塁中央部には土塁を形

成する盛土を掘りこみ面としている柱穴様のもの

が観察され、土塁に関わるものであると考えられ

る。また東西両土塁中央部が平面図上では台地中

央部にあたるため通路の存在を予想し、その立ち

上がり部分を探したが明僚にならなかった。

SPB~Bについて(第 2 図〉

東側土塁を南北に縦断したセクションである。

SPA~A同様土塁の構築時期を把握することを

目的とした。 24G4区右端部分(図上中央部〕に

はE層を掘りこみ面とした地割段が確認され、 23

G24区にはill-1層を掘りこみ面とした柱穴が確

認される。土塁を構成する盛土は柱穴稜土上部に

あり E層よりも上部に堆積していることより明ら

かに土塁は新しい時期に構築したものであること

がわかる。柱穴掘りこみ面E一 I層下部には玉砂

利の堆積が見られ、第28図によると23G24区にそ

の広がりがあるようである。

(3) 検出遺構

a 門 24G 7区、 8区東西両土塁の南先端部

内側にて柱穴様のピットが確認された。東側土塁

のピットは40cmx 40cmの規模で方形をなし深さ

23.6cmと比較的浅L、。西側土塁のピットは60cmx 

50cmの不整円形をなし深さ27.2cmと浅いがピット

周囲に 8cm~30cm程の円礁があった。東側土塁

のピットは柱痕がつかめず柱の太さが判明しなか

ったが西側土塁のピットは柱痕が20cmx 20cm程の

不整形である。尚この二つのピットの確認面はN

層上面である。ピット確認面がN層上面ではある

が隣接する地割面の建物跡を構成する柱穴には使

用されないこと。覆土の状態が極めて粗であり建

物跡を構成する柱穴の覆土の状態が全く違うこ

と。東西両土塁南端部に 1対になって存在してい

3 
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ること等より東西両土塁に附属する門柱跡であ

る。

b 柱穴 東西両土塁頂部にほぼ土塁形状に沿

うように配置される。東側土塁柱穴には 6つ検出

された。南から 3つは北東方向に柱閥90cm程で規

則的な配列をするが他の 3つは頂部より若干はず

れており規則的ではなL、。大きさは30cmx 30cmの

方形あるいは不整円形を呈する。深さは南端の柱

穴が63 .5cmの他は20~30cm程である。西仮~土塁柱

穴は10ケ検出された。ほぼ土塁頂部に存在するが

柱間等に規則性がなし、。大きさは東側土塁柱穴と

ほぼ同様であるが、 深さは17cm~80cm程とぱらつ

く。第 l 図セク γ ョン SPB~ B で観察される柱

穴は東側土塁頂部の柱穴のうちの一つである。こ

れらの柱穴はいずれも柱痕跡をもたなし、打ち込み

のものである。掘り込み面は土塁を構成する盛土

面であることより土塁と同時期に機能していたも

のと推され、土塁の上に塀のような施設が考えら

れる。

c 集石東西両土塁の下部にあり E層直上に

て検出された。東側土塁では24G1、2区土塁中

央部、及び24H5区南西端の 2カ所に分かれてあ

る。いずれも確認面はE層上面、東西両土塁盛土

直下にあり、その散布範囲等より見て土塁の板固

め石かと考えられる。

d 石列 第24図のセク γ ョンでは西側の石列

の一部を切っており図上中央部ピットの上部の撲

がそれである。礁は I層にくいこんだ形となって

おり図中央部地割面内の建物跡を構成する柱穴よ

り上部にあり新しい時期のものである。また土塁

とほぼ同形態の鈎形を呈し土塁に併走するように

北側にあることより土塁とほぼ同時期と考えても

よいと思われる。

(4) 出土遺物註1 (第 2図、 PL 9の 1~ 5) 

3点の陶磁器が盛土内より出土している。 PL

lは瀬戸 ・美濃系の鉢か大皿で内外面とも施粕

される。粕調は 6y 0、8.5の 1sブラウンみの

白、内面には 6y 0、4.5の 7sつよい青の呉須

絵の唐草文が入る。器壁は 1cmと厚い、胎土はや

や荒し、。18世紀以降幕末までの時期のものである。

PL-2は関西系の窯で焼かれた袋物で外商は施

紬され内面には鉄泥が塗られる。紬調は 8Y6.5 

の3Sグレイみの黄である。内面鉄泥は 6y 0、

4.5の 3Sグレイみのブラウンである。器壁は約

3 醐と薄L、。胎土はやや荒L 、。 18世紀末~19世紀

明治初頭までの時期のものである。 PL-5は肥

前系磁器の染付か白磁の皿で内外面とも施粕され

貫入が入る。紬調は 6y 0 、6.5の 1Sブラウン

みのグレイである。器壁は約 3醐と薄L、。胎土は

密であるが、焼にむらがあり、ところどころに小

穴が見られる。 18世紀以降19世紀明治初頭頃まで

の時期のものである。第2図2は表採品である。

勝山館E群に属する越前系揺鉢である。 16世紀中

葉~後葉の年代に属する。

(5) 小括

調査の結果鈎の手状を呈する東西二つの土塁は

館廃絶後に構築されたものであることが判明 し

た。土塁南端には 1対 2個の門柱があり土塁上面

には柱が立ち並び塀のような施設があった。また

土塁北側の石列もその位置等から考えて土塁と同

時期のものと考えて差し支えないようである。土

塁構築年代は一部16世紀代の揺鉢もあるが土塁盛

土内出土の陶磁器より 18世紀~19世紀明治初頭頃

までの年代を得た。しかし検出された遺構の中に

は門柱等があることより何らかの施設の入口かと

も考えられるが今年度調査区内でのそのような施

設は検出されず、次年度以降の調査に期す所存で

ある。

2. 14号地割面

(1) 位置・概要

調査区南端24G13、14、18、19、23、24区、標

高90~90 .5 m の緩斜面に位置する。地割面の規模

は短車由3m、長軸3.5m、面積10.5ばである。段

により区画された建物跡が 2棟検出された。註2

(2) 層序

SPC ~ Cについて(第 5 図〉

地割段の有無、昭和59年度調査の際確認できな

かった通路の検出を目的とした。地割段は図上

中央24G23区内においてEー l層を掘りこみ面と

して確認された。通路は24G17区ではE層を掘り

こみ面とした落ちこみが通路路肩かと思われた

が、もう一方の側溝が確認できなかった。また通

路面となる整地面も確認できなかった。このこと

より当時の通路は整地をし路肩をもつような整備

されたものではなかったのだろうと推測される。

SPD~Dについて(第 5 図〕

地割段の有無及び地割面推積状況観察を目的と

した。地割段は24G19区、24区交点附近にて確認

7 
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された。 14号地割面段にあたる。また24G9区に

もill-1層を掘りこみ面とする地割段が確認され

た。 17号地割面段にあたる。 14号地割面は図によ

ると 24G19区~14区にありその推積状況は24G19

区の南側の高い方を削平して北側24G14区に盛土

をして平坦面をつくりだしている。

(~) 検出遺構

a 段 宮の沢側台地肩より北西方向へ 7m程

伸び北東方向へ屈曲し 3m程伸びて削減してしま

う。北西方向は最大幅40cm、標高差約20cm、北東

方向は最大幅35cm、標高差約20cmである。北西方

向宮の沢台地肩部分には長軌80cm、短期20cm、深

さ10cm程の長方形の溝がある。段内小柱穴は北西

方向に lつ南東方向に 4つ不規則に認められるの

みである。

b 掘立柱建物跡(第 6図、 7図)

第 l期掘立柱建物跡梁行 2間×桁行 3聞の総

位の建物で梁行は11.4尺、桁行は11.2尺のほぼ方

形を呈する。梁行柱聞は西倶~~中央部はすべて5 . 7

尺等間である。桁行柱聞は北より 3.5尺、 3.5尺、

4.2尺である。柱穴掘り方は方形、隅丸方形を呈

する。その大きさは37.5cm~52cm x 32cmで深さは

55cm~81.6cm程である。柱痕跡は方形を呈する。

その大きさは、 11cmx 10cm~20.5cm x 22.5cmであ

る。柱穴掘り方覆土、その深さ、柱痕跡覆土の状

態は表 2によると桁行方向に若干の規則性がみら

れる。柱穴掘り方覆土では東仮~宮の沢寄り (P37

~P35) ではロームブロックが全く含まれないの

に対し最も西側 (P27~P26) では多量に含まれ

る。柱痕跡覆土では東側宮の沢寄りではOS-a

純層等がありロームプロックが全く含まれていな

いのに対し西側では多量に含まれる。柱穴掘り方

深さは東側宮の沢寄りて・は70~76cmに比し西側は

80cmと深し、。これらのことより西側柱穴群は東側

宮の沢寄り、中央部に比し深さをもつため、柱穴

掘り方にロームプロックを混入することにより根

固めを行なったと考えられる。

第E期掘立柱建物跡梁行4問 x桁行3聞の総

柱の建物で梁行14尺、桁行14.7尺である。梁行柱

聞は3.5尺等問、桁行柱聞は東側宮の沢寄りより

4.6尺、 4.6尺、5.5尺である。柱穴掘り方は方形、

偶丸方形である。その大きさは27.5cmx 23cm~ 

45.2cm x 33. 5cmで深さは61.2cm ~99 . 2cmである。

柱痕跡は方形である。その大きさは 6cm x 7 Cm~ 

19.5cm x 15cm程である。柱穴掘り方覆土、深さ、

柱痕跡覆土、太さに規則性は見られなし、。

尚P12、 P13、 P14、 P17、 P21柱痕跡に木質

部が残存し空洞化しているものもあった。全体の

構造としては東西桁行西側柱聞が他の柱間4.6尺

に対して5.5尺と広くやや異なる構造であると考

えられ庇等の可能性もある。尚号 1期、第E期掘

立柱建物跡に使用されなかった柱穴には深さ26~

27cmで柱痕跡のないものがある。これらのものの

うち建物跡と重復関係にあるものはこちらが古

い。その他柱穴掘り方も深く柱痕跡もしっかりし

ている柱穴がありもう 1時期建物跡の存在が考え

られたが明確になし得なかった。

件) 出土遺物 (第 8図、 PL 10) 

P L10の5は肥前系伊万里の皿で見込みには二

条の圏線が巡りその外側には唐草文が描かれる。

外面は高台裏まで施粕される。高台裏には l条の

閤線が巡る。粕調は 6YO、8.5の 1S青みの白

である。 PL10の1ft染付碗である。文様は不明。

P L 10の 3~5 は美濃灰粕の端反り皿である。粕

調は 8Y、7.5の 3S にぶい黄である。 n~前系伊

万里の皿は I 層よりの出土であり、 17世紀~18世

紀中葉である。その他は16世紀前葉~中葉である。

o 4cIIl 

第8図出土遺物

3. 15号地割菌

(1) 位置、概要

24G 6 、 11 、 16区、 24H10、 15区標高89.2m~

89.9mの緩斜面に位置する。地割面の規模は短軸

5.2m、長軌9.5m、面積49.4m'である。段により

区画された建物跡が 2棟検出された。

(2) 層序(第10図〉

地割段と土塁の関係を把握することを目的とし

た。地割段は24G11区南側でV層を掘り込み面と

して確認された。尚当地区に皿層の推積は見られ

ない。土塁はE層上に盛土をし作られているもの

で地割段覆土II-1層の上にE層が推積している

11 
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第10図 第15号地割菌南北セクション図
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ことより土塁は地割段よりはるかに新しい時期で

ある。

集石及びそのセクションについて(第11図〉

集石は15号地割面西部第 9図上スクリーントー

ン部分、標高90.2m ~88 . 6m の緩斜面に位置する。

規模は短軸 3m、長軸 7mで南北に長軌をもっ。

セ夕、/ョンは15号地割面西側の溝、及び集石の地

割面との時期関係の把握を目的とした。図による

と潟は困層掘りこみ、集石はE層内に撤積してお

り、両者とも地割聞とほぼ同時期の所産であると

考えられる。

(3)遺構

a 段構華の沢側台地肩より南東方向へ5.3m

程伸び北東方向へ屈曲し1.2m程伸びて消滅して

しまう。南東方向は最大幅20cm、標高差12cm、北

東方向は最大幅25cm、標高差15cm程である。また

地割段西側ほぼ南から北へ伸びる溝がある。最大

幅45cm、長さ7.5m程で沢へ落ち消滅してしまう。

b)掘立柱建物跡(第12図、第13図)

第 1期掘立柱建物跡梁行 2間 ×桁行 4聞の総

柱の建物で梁行は13尺、桁行は13.4尺である。梁

行柱聞は6.5尺等問、桁行柱聞は北より 3.2尺、

4.2尺、3.2尺、2.8尺である。柱穴掘り方は方形、

隅丸方形を呈する。その大きさは28cmx 21cm~ 

49 . 5cm x 40cmで深さは36.2cm~72. 7cmである。柱

痕跡は方形である。その大きさは8 .5cm x8. 7cm~

18.5cm x 21.5cmである。柱穴掘り方覆土は殆んど

にロームプロックが混入していた。深さにも特に

規則性は見られなL、。全体の構造としては建物跡

の南北両側に柱が3.5尺程離れて 3本、北は 5本

並んでいる。南は P29、P51、 P52、北は P27、

P56、 P15、P35、 P46である。柱筋はそれぞれ

通っているが柱闘が建物跡内と異なること。南北

とも3.5尺で規則的な事等より建物跡を構成する

柱穴ではなく塀のような建物跡に附属する施設と

考えられる。尚南側 P29、 P51、 P52は地割段よ

りも古い時期のものである。

第E期掘立柱建物跡梁行 2間×桁行 4聞の総

柱の建物で梁行は12尺、桁行は13.8尺である。梁

行柱聞は 6尺等問、桁行柱聞は北より 4尺、 3尺、

3.8尺である。柱穴掘り方は方形、不整形を呈す

る。その大きさは38.5cmx 34cm~52 . 5cm x 48. 2cm 

である。柱痕跡は方形である。その大きさは7.8

cm x 7. 8cm~ 16 . 5cm x 16. 8cmである。柱穴掘り方

覆土は殆んどの柱穴にロームブロックが混入して.

いる。その深さは特に規則性は見られなし、。柱痕

跡覆土についても規則性はなし、。また建物跡北側

にP48、P55、 P19、 P30、その他小 ピットがあ

る。これらは建物跡の附属施設と考えられるが I

期、 E期どちらに属するか不明である。尚前述に

もあるように第 I期掘立柱建跡柱穴の P29、P51、

P52は地割段よりも古いため地割段はE期の掘立

柱建物跡に附属するものである。その他建物跡に

使用されていないピットはその殆んどは深さが 5

cm~ 12cm と浅く柱痕も確認されなかった。これら

のうち建物跡柱穴と切り合い関係にあるもの (P

33、 P59)はし、ずれもそれぞれ I期、E期の建物

跡柱穴に切られている。その用途は不明である。

出土遺物(第15図、第14図 1、 PL 11) 

第11図は越前系の播鉢で集石箇所よりの出土で

ある。表面の色調は 4r 05.5の 1Sブラウンみ

のグレイである。段大口径が最頂部と一致し口唇

断面形は鋭角をなし内削ぎ気味である。ロ縁下 1

cmの所に太い段が廻る。矯し目は 9条以上 1単位

で1.5cmの間隔で施されている。また口縁下のと

ころで7条 I単位の横走する御し目が重合してい

る。第14図 lは越前系の宿鉢で表面の色調は 6Y

O 、6.5の 3Sベージュである。最大口径が最頂

部と一致し口唇断面形は鋭角をなし内削ぎ気味と

なる。口縁下 6mm程の所に 6凹程の凹線が廻る。

播し目は 8条 1単位で 3cm間隔で施されている。

これらの摺鉢は勝山館E群に属するものである。

PL11の lは白磁の端反り血である。手由調は 6Y

O 、8.5の 1S 、ブラウンみの白である。勝山館

E群かE群に属するものである。これらの年代は

播鉢は16世紀中葉~後葉、白磁皿は16世紀前葉~

中葉に属するものである。

4. 16号地割面

(1) 位置、概要

15号地部面側に隣接する。 24G6、 7、11、12

区、 標高89.1m ~89.9m の緩斜面に位置する。地

割面の規模は短軸5.2m、長軸6.5m、面積は33.8

ばである。段により区画された建物跡が2棟検出

された。

(2) 遺構

a 段、15号地割面に隣接して南東方面へ5.2

m伸び北東方向へ屈曲し2.4m伸びて消滅してし

まう。南東方向は最大幅20cm、標高差 7cm、北東

15 
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94cm  

方向は最大幅10cm、標高差 5cmである。

b.擬立柱建物跡(第16図、 17図〉

第 I期掘立柱建物跡梁行 2間×桁行 4聞の総

柱の建物で梁行は 10尺~ 10.4、 桁行は 13尺である。

梁行柱は 5 尺~5 . 2尺等問、桁行柱間は北から 3

尺、 3尺、 3尺、 4尺である。柱穴掘り方は方形、

不整形を呈する。その大きさは31.5cmx 28cm~43 

cmx41.5cmである。柱痕跡は方形である。その大

きさは3.6cmx 7 cm~16.5cm x 17.5cmである。柱

穴掘り方覆土は表 3 によると桁行中央部分 P37~

P30にロ ムプロックガ混入している。全体とし

ては10YR %にぶい黄褐~10Y R %黄褐を呈す

る。その深さは特に規則性はみられ注し、。柱痕跡

覆土にも特に規則性がみとめられなし、。尚 P14は

空洞化している。

第E期掘立柱建物跡 梁行 2間×桁行 3聞の総

柱の建物で梁行は11尺、桁行は15尺である。梁行

柱聞は5.5尺等問、桁行柱問は北より 5.7尺、 5.7

尺、 3.6尺である。尚桁行中央部北側 2聞は中聞

にも柱を建てる。柱穴掘り方は方形、隅丸方形を

呈する。その大きさは27cmx 29. 5cm~39 . 5cm x 

39.5cmて‘ある。柱痕跡は方形である。その大きさ

は 9cm x9.5cm~ 15cm x 13.5cmである。柱穴掘り

方覆土は表 3によると梁行方向南側 P19、 P38、

P36にはすべてロームプロックが入る。また桁行

方向中央部分 P38~ P 15にもその始んどにローム

プロックが入る。柱j良跡覆土には特に規則性は見

16 
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第14図出土遺物

られなし、。尚 P22は空洞化している。また14号地

割面、 15面で確認された深さ20cm~30cm程のピッ

トが 9基程確認された。いずれも柱痕跡をもたな

いものである。尚建設物跡柱穴と重複しているも

のではいずれも建物跡柱穴に切られている。また

地割段は当時期の建物跡に附属する。

(3) 出土遺物 (第14図 2、 PL 12) P L 12の

lは白磁の端反皿である。粕調は 6YO、8.5の

1 Sブラウンみの白である。勝山館E群かE群に

属するものである。年代は16世紀前葉~中葉であ

る。第14図2は 2寸釘である。

5. 17号地割面

(1) 位置、概要

14号I也割問より 3m程北東側にある。 24G3・

4 ・ 8 ・ 9 区、標高88 . 4m~89 . 4m の緩斜面に位

置する。地割面の規模は短軸 6m、面積は28.2ば

である。段により区画された建物跡が 1棟検出さ

れた。

(2) 遺構

a 段、溝北西方向へ4.7m程伸び屈曲して

北東方向へ70cm程伸びて消滅してしまう。北西方

向は最大幅20cm、標高差17cm、北東方向は最大幅

6 cm、標高差 5cmである。第 5図セクション図に

よると Eー 1層を掘り込み面としている。蒋は段

の北東隅にあり、幅50cm、長さ 110cm、深さ 11cm

程である。宮の沢側の上端はなくそのまま沢へ落

ちる形となる。水抜きの溝と考えられる。
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b.掘立柱建物跡(第19図〕

梁行 2間×桁行 4聞の総柱の建物で梁行は10

尺、桁行は10.9~ 1 1. 1尺である。梁行柱聞は 5 尺

等問、 桁行は2.3尺~3.5尺とばらつく。尚 P 21、

P23、 P18、 P15、 P19等は梁行方向の柱通りは

悪いが桁行方向はよく通るので同ーの建物に使用

されたと考えられる。しかし前述の柱穴を除くと

桁行方向は北より 5 尺~5 . 2尺、 5.9尺となる。柱

穴掘り方は方形、隅丸方形。大きさは表 4では

27.5cm x 31. 5cm~43 . 5cm x 38. 5cmである。深さは

5.2cm~77cmである。柱痕跡は方形。その大きさ

は6.5cmx 6.5cm~ 17cm x 15cmである。柱穴掘り方

覆土は全体 として ロームプロックやOS-a等が

混入するようである。その深さには特に桁行方向、

梁行方向とも規則性は見られなし、。柱痕跡積土に

も規則性は見られなL、。 他地割面に比し柱穴掘り

方の深さ、柱痕跡の大きさはかなりばらつきがあ

る。

(3) 出土遺物 (第14図3、PL 13) 

第14図 3は煙管である。 PL13の2は梁付の皿

である。 内面見込みには玉取り獅子が描かれる。

粕調は 6YO、8.5の 1S青みの白である。畳付

きは若干面取りされ勝山館E群に近いがその文様

構成は勝山館E群Aのものである。 E群と E群の

中間形態かと思われる。 PL 13の3は美濃灰紬肌

である。何群に層するか不明。尚染付皿は16世紀

前葉~中葉の年代に属するものである。

6. 18号地容l面

(1) 位置、概要

16号地割面北東部にあり土塁と重復している。

23G21、22区、24G1 、 2 区標高89.1m ~88m の

緩斜面に位置する。 地割段の規模は短軸 6m、長

軌 7m、面積42ばである。段により区画された建

物跡が 3探検出された。

(2) 層序 (第24図〉

建物跡内柱穴と土塁に附属する石列の時期関係

の把握を目的とした。図上 P44は第 l、E期掘立

柱建物跡内柱穴でありその上面にある礁が石列の

一部となる。 P44はE層掘り込みであり、礁はE

層にくいこんでおり E層上面に堆積する。このこ

とより明らかに石列は柱穴よ り新しい時期であ

る。

(3) 遺構

b 段 北西方向へ 6m程伸び左右の端は北東

方向へ屈曲する。左端は 1m、右端は1.5m程伸

び徐々に細くなり消滅してしまう。 北西方向は最

大幅30cm、標高差13cm、北東方向左端は最大幅16

cm、標高差 5cm、右端は最大幅 8cm、標高差 8cm 

である。

b 掘立柱建物跡

第 I、E期掘立柱建物跡(第21図、第22図〕

第21図は梁行 2間 x桁行 4間の総柱でない建物

跡である。梁行は10.4尺、桁行は18.7尺である。

梁行柱聞は5.2尺等問、桁行柱聞は北より4.5尺、

4.5尺、5.2尺、4.5尺である。桁行中央部分 P44、

P 1の建物内内側にP27とP50の柱穴が使用され

る。それぞれ深さは24cm、11.3cmと浅L、。全体 と

してはややいびつな形状の建物である。柱穴掘り

方は方形、隅丸方形を呈する。その大きさは表5

によると 14cmx 22. 5cm~43 . 5cm x 32cmである。深

さは11. 3cm ~63 . 5cmである。柱痕跡は方形である。

その大きさは9.5cmx 9.5cm~ 13.5cm x 13cmであ

る。柱穴掘り方覆土は梁行方向、 桁行方向とも規

則性は見られなし、。第22図は梁行 2閥 ×桁行 2聞

の総柱の建物跡である。梁行は10.7尺、桁行は11

尺である。梁行柱悶は北側より5.2尺、5.5尺、桁

行柱聞は酉より 5尺、6尺である。全体としてか

なりいびつな形状を呈する。柱穴掘り方は方形、

隅丸方形、不整円形を呈する。その大きさは32cm

x 35. 5cm~49. 5cm x 63. 5cmである。深さは50cm~

79.3cmである。柱穴掘り方覆土には特に規則性は

ない。尚 P33は焼土の下面、 P37は炭化物の下面

にあり、焼土、炭化物はこの時期の建物跡よりも

新しい時期のものである。これら 2軒の建物跡は

それぞれの建物跡に使用 された柱穴どう しが重復

関係になく 、その新旧関係は不明である。

第E期掘立柱建物跡(第23図)

梁行 2間 ×桁行 3聞の総柱でない建物跡であ

る。梁行は10尺、桁行は16.2尺である。梁行柱間

は 5尺等問、桁行柱悶は4.8尺、5.7尺、5.7尺で

ある。全体としてややいびつな形状を呈する。第

21図建物跡と梁行、桁行方方向がほぼ同じ角度で

ある。柱穴掘り方は方形、偶丸方形を呈する。そ

の大きさは表 5によると23cmx 26.5cm~43cm x 51 

cmである。深さは22.9cm ~68cm とかな りばら? く。

柱穴掘 り方覆土は特に規則性は見られなL、。深さ

は桁行方向に規則性が見られる。 南側は50cm台な

のに対し、北側は30cm台と極めて浅L、。
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第19図掘立柱建物跡想定図

c 焼土(第25図〕

24G 2区内にあり長軸67cm、短軸28cmの不整形

を呈する、第 I、E期建物跡柱穴 P33と切り合っ

ており焼土の方が新しし、。その覆土堆積状況より

計3回の使用が考えられる。すなわち図土覆土 7

(以下図上覆土を省略する〉で l回、 6の間層が

入り、その後 4、 5で l回 1、 2、 3で I回計 3

回である。フローテーションを行なった結果サン

フ.ノレの総量は30.716均に対し砂鉄60.65g、磁着

成分292.3g、磁着する粒径 3mm程の石36.8g、

木炭19g 、魚骨 0.1 g 、くるみ0.05g 、ガラス

0.15g 、漆器皮膜0.05gである。

d 炭化物(第26図〕

23G21区にある。長軸1.5m、短軸70cm程の不

整形である。深さは 5~ 8cm と浅し、。壁面立ち上

がりは極めてゆるやかである。フローテーション

を行なった結果サンフ.ノレ総量34.861kgに対し砂鉄

2U、磁着成分81.45 g 、磁着する石89.7g 、木

炭57.35g、骨O.U 、種子0.1g、木製品0.5gで

ある。尚 P37、 P38の I、E期、E期の建物跡柱

凶
l 卜

oafm  

穴よりも上面に堆積していることより、地割段に

附属する建物跡の時期より新しい時代のものであ

る。

e ロームブロ ック(第25図)

23G22区内にあり長軸42cm、短軸20cmである。

その覆土は全体として極めて密であり、炭化物等

は一切含有されなし、。フローテーションを行なっ

た結果総量3.867kgに対し砂鉄9.65g、磁着成分

10.1 g、磁着する石149.5g、木炭0.15g、0.01

gである。尚 P17と重複関係にある。 P17は第E

期建物跡柱穴であるので地割段に附属する建物跡

の時期より新しい時代のものである。

出土造物(第27図、 PL 14) 

第27図は越前系宿鉢である。表面の色調は 6Y

O 、6.5の 3Sベージュである。最大口径部が最

頂部と一致し断面形が鋭角をなし内削ぎ気味であ

る。口縁直下に凹線が巡る。揺し目は 9条 1単位

で 2cm程の間隔で施される。揮し目は見込み附近

まで延びるようである。また上部は宿し目は凹線

の上まで行かなし、。勝山館E群に属する。尚断面

21 
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第 E期掘立柱建物跡惣定図

1. JOYR%暗補、やや密

1I1. IOY RYe褐、 IOYR%暗褐微量、やや粗

lV. IOYRYe補、 OS-a

第23図

I23GI7 
呈.EG'

1
 

---

-i23G22 
SPG ー一'-88.800m
[--

セクション図

24区、 24G3 、 4 区、標高87.5~88.3m の緩斜面

に位置する。地割面の規模は短軸5.8m、長軸 7

m、面積40.6m'で‘ある。段により区画された建物

跡が 2棟検出された。

(2) セクション(第31図)

P20、P36、P37は第 l期掘立柱建物跡の柱穴、

P25、 P26は第E期掘立柱建物跡の柱穴である。

それぞれの覆土の違いを把握することを目的とし

た。それによると第 I期建物跡の柱穴は第E期建

物跡の柱穴に比し掘り方覆土はロームプロックの

混入が少なく小礁の混入が多くやや堅致な傾向を

もっ。色調は第 I期建物跡柱穴が10YR%黄褐色

~10Y R%褐色に比し第E期建物跡柱穴は10YR 

%褐~%陪補と暗くやや湿性を帯びている。

第24図

形は体部附近で急に外開き気味となる。 PL 14の

lは染付の碁筒底の皿で、粕は 4rO、8.5の 3

Sうすい緑みのスカイである。見込みには魚文が

描かれその周囲には水草が描かれる。立ち上がり

附近には二条の圏線が廻る。勝山館N群に属する。

P L 14の2、3は染付の碗で同一個体と思われる。

粕調は 8Y、7.5の 3Sグレイみの黄である。小

破片のためその文様構成は不明であり何群に属す

るか不明。揺鉢は16世紀中葉~後葉、染付 (pL 

14の 1)は16世紀前葉~中棄の年代に属するもの

である。

7. 19地割面

(1) 位置・概要

17号地割面の北東部にある。 23G18、19、23、

24 



主~H SPH' 

SPH 
~'88.650m SPH' 

SPJ 

Vベ~
1. 10YR%にぷい賞褐+IOY R'%にぷい賞褐、

ハードロームプロック、さわめて密、堅致

2. 10YR%にぶい黄極、きわめて密、堅致

3. 10YR%にぷい賞褐、やや密

4. 10YR%にぶい賞極、きわめて密

" ，、¥¥
fy、3¥¥
l'¥ ノ j!¥、 .I 

¥ ¥、//ノ'、
¥/  

SPJ '88.650m 

第26図炭化物積平面・断面図

皇自 SPI' 

SPI 
""-'2 '88.800m SPI〆

1. 5YR%明赤禍、焼土、純層、 ¥ 12' 
炭化物微量

2. 10YR%黒褐、焼土位、
炭化物微量

3. 10YR，%にぷい黄禍
4. 5 YR%明赤禍、やや密
5. 5 Y R%赤補、焼土層
6. 10YR:l(，禍
7.焼土層
8. 10YR:l(，褐、やや粗
9. 10YR%賀補(ソフトローム

プロック)+IOYR:l(，禍

14. 10Y R%賞褐、o5-a、やや密

o 5-a微量(50・50)
10. IOYR%暗綱、やや密
11. IOYR%黄禍、 o5-a 、

やや密

15. 10YR%禍+IOYR%賞縄、
ソフトロ ムプロッ夕、
05-a微量、やや密

16. 10Y R%暗褐、 OS-al0%
やや密

12. 10Y Rぢ褐+IOYR%賀補
(ソフトロームプロック)
(99: ]) 

17. 10YR%暗禍+IOYR%黄禍、
ソフトロームプロック

13. IOYR%暗禍、やや密

94，Ocm 

第25図 焼土・ロームブロック平面・断面図

1. 10YR%i!I補、炭化物、粗

2. 10YR7.;暗褐+IOYR九禍(50:50)

3. 10Y R先黒褐、位状、やや粗

4. 10YR7.;暗掲+IOYR%禍(50:50)

5. IOYR1.7/1黒+IOYR%褐、やや組

6. IOYR%黒褐、やや密

7.IOYR7.;暗禍、やや密

8. 10Y R暗禍+IOYR%禍(80:20)

9. IOYRI.7/1黒+IOYR%にぷい黄褐、にぷい

ソアトロームプロック含有(90:10)、

やや粗

SPJ' 

q 4，Ocm 
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事態 擁護審

(3) 遺嫌

a、段、構宮の沢仮H台地肩より北西方向へ5

m程伸び屈曲して北東方向へ1.5m程伸び消滅す

る。北西方向は最大幅50cm、標高差34cm、北東方

向は最大幅40cm、標高差16cm。溝は段北東隅にあ

る。長軌2.6m、短軸 2m深さ 5cm程で宮の沢へ

落ちる。水抜きの溝と推される。 P8とP38の聞

の溝は旧地割段の痕跡の可能性が強し、。

第 I期掘立柱建物跡 (第30図〕

梁行 2間×桁行 4聞の総柱の建物跡である。梁

行は10.8尺、桁行は13.8尺で第E期建物跡と向じ

である。梁行柱聞は5.4尺等問、桁行柱間は3.4尺

~3.5尺等間である。柱穴掘り方は方形、隅丸方

形を呈する。その大きさは表 5によると 35cmx 

3 1. 5cm~42.5cm x 40cmである。深さは32.4cmx 76 

cmである。柱痕跡は方形である。その大きさは12

cm x9.5cm ~16.5cmである。柱穴掘り方覆土はロ

ームブロックの含有は少なく OS-aの含有が多

い。その深さは桁行方向に若干の規則性がみられ

る。それは中央部分 P34~ P 9が東西西側に比し

浅いことである。柱痕跡覆土はすべての柱穴の観

察をしていないためその傾向、規則性は不明であ

26 

o 4cm 

第27図出土遺物

る。

第E期掘立住建物跡(第29図)

梁行 2間 ×桁行 4聞の総柱の建物跡である。梁

行は13尺、桁行は13.8尺である。梁行柱聞は6.5

尺等問、桁行柱聞は3 .4尺~3.5尺等間である。梁

行、桁行方向とも柱筋はよく通る。柱穴掘り方は

方形、隅丸方形、不整円形を呈する。その大きさ

は表 5によると29cmx 34. 5cm ~43cm x 55cmであ

る。深さは43.8cm~85.lcmである。柱痕跡は方形

である。その大きさは12.5cmx 8 cm~19cm x 18cm 

である。柱穴掘り方覆土は全体としてロームブロ

ックを全く含まないためあまり堅致ではなし、。そ

の深さは桁行方向に若干の規則性が見られる。そ

れは中央部分 P27~ P 12が東西両側に比しやや浅

いことである。柱痕跡覆土はすべての柱穴を観察

していないためその傾向、規則性は不明である。

C 、土横 (32図〉

23G 19区、 24区境界にある。長軸105cm、短軸

102cm程の不整円形を呈す。深さは32cm程て、壁面

の立ち上がりはやや急である。その覆土は短期間

の堆積と考えられる。フローテーションを行なっ

た結果サンフ.ノレ総量71.128均に対し砂鉄130.8



g、磁着成分221.1g、磁着する小磯1039.6g 、

木炭1.7 g 、骨0.1g 、種子0.2g 、ガラス0.04g、

鍛造剥片0.05g、フレーク、チップ0.03gである。

尚図上P14、P33は第E期建物跡の柱穴であり土

壌はそれらより新しい時期のものである。

(3) 出土遺物 (第32図、PL 16) 

第32図は越前系揺鉢である。表面の色調は 6Y

O 、6.5の 3Sベージュである。口唇は断面形が

鋭角をなし内削ぎ気味となる。ロ縁下に凹線が入

る。勝山館E群に属する。 PU6の 1は青磁の稜

花皿である。 F由調は12G、7.5の 3Sあかるいグ

レイみの緑である。内面口縁下には 3条 1単位の

I!1J線が廻る。勝山館 I群Cに属する。 PL16の2

は美濃灰粕の皿である。小破片のため詳細は不明。

播鉢は16世紀中葉~後葉、青磁は15世紀末~16世

紀中葉の年代に属するものである。

8 . 20地割面

(1) 位置概要

16号地割面の南西部、調査区南端24G16、17区

に位置する。 E層上面まで掘り下げ、柱穴確認作

業及び柱穴覆土の表面観察のみを行なった。尚地

割段はもっと南側の調査区外にあると考えられ、

その規模等は不明である。

(2) 遺構 (第33図〉

掘立柱建物跡東西は6.6尺等問、南北は3.6尺

等聞の総柱建物跡でありその続きは南へ伸びるよ

うである。東西、南北とも柱通りはよ L、。また P

10、 P7、 P20、P17、P6で構成する総柱の建

物跡がもう一軒あるらしし、。

(3) 出土遺物 (第35図 l、 2、PL 18の5・10)

第35図 1は火鉢に用いるアク掃きである。 I層

よりの出土であり、新しい時期のものである。 2

は2寸釘である。 PL18の 5は染付の蓮子碗であ

る。手由調は 4YO、8.5の 3Sうすい緑みのスカ

イである。外面には焚字文が描かれる。勝山館E

群に属する。 PL18の10は染付の碁筒底の血であ

る。手由調は 4YO、8.5の 3Sうすい緑みのスカ

イである。見込みには花鳥文が摘かれる。勝山館

N群に属する。これらの染付は16世紀前葉~中葉

の年代に属するものである。

9. 21号地割面

(1) 位置・概要

15号地割面の南西部24H19、20区に位置する。

E層上面まで掘り下げ柱穴確認作業、及び柱穴覆

土の表面観察のみ行なった。尚地割段はもっと南

側の調査区外にあると考えられ、その規模等は不

明である。

(2) 遺梅 (第33図〉

掘立柱建物跡柱通りが悪く不明である。

(3) 出土遺物 (第35図3、 4第36図 l、 2P L 

18の 1 ~4 、 7 ~ 9 、 1l~ 16)

第35図3は美濃鉄粕碗で所謂天目茶碗と呼ばれ

ているものである。紬調は12G、2.4の 1Sくら

い赤みのグレイである。削り出し輪高台で高台脇

の削り幅は大きL、。口唇は薄く作出され括れが殆

んどなく直線的である。表面の高台よりやや上に

鬼板が塗られる。勝山館 I群に属する。第35図 4

は越前系播鉢である。表面の色調は 6YO、6.5

の 3S ベージュ ~ 6YO、6.5の 1Sブラウンみ

のグレイである。口唇は断面形が鋭角をなし内削

ぎ気味となる。内面口縁下は若干凹状に段がつく。

播し目は10条 1単位で 3cm程の間隔をもっ。器高

は 8cm、直径35cmである。勝山館皿群に属する。

尚第36図2は同一個体である。第36図 Iは越前系

のj雷鉢である。表面の色調は 6YO、6.5の 1S 

ブラウンみのグレイである。 口唇断面は鋭角をな

し内削き気味である。内面口縁下に 7剛程の回線

が入る。摺し自の間隔は 2cm強である。 PL18の

lは染付の碗である。粕調は 8Y、7.5の 3Sグ

レイみの黄である。外面、内面口縁下に I条の圏

線が廻る。小破片のためその詳細は不明である。

P L18の12は美濃灰'粕の端反り皿である。利調は

8 Y、7.5の 5Sにふλ、黄である。透明感が極め

て強し、。勝山館E群に属する。 PL18の3は美濃

灰粕の碗である。粕調は 8Y、7.5の 3Sグレイ

みの黄である。口縁直下に剣先蓮弁文を有する。

勝山館E群に属する。これらの示す年代は播鉢は

16世紀中葉~後菜、美濃鉄紬碗は16世紀初頭、美

濃灰粕碗、皿は16世紀前葉~中葉である。

表採品(P L 17) 

lは青磁の端反り碗である。粕調は10YG5.5 

の 3Sグレイみのオリープグリーンである。胎土

は10YG6.5の0グレイである。勝山館 I群に属

する。 2は白磁の端反り血である。紬調は白。勝

山館E群かE群に属する。 3は染付の肌である。

粕調は 8Y、7.5の 3Sグレイみの黄である。 口

縁直下に蕉葉文を施す。 何群に属するか不明。 4

は染付の碗か肌で内外商とも ロ縁に l条の圏線が

27 
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P25~ IY 
1. lOY R%禍 LB混入
2. 10YR討褐LB混入
3. IOYR~にぷい貰褐LB混入温性ペースト状
4. lOY R1:i'褐+%黄禍(9:1lLB混入温性ベースト状、組

呈~K
1 IOYR%，I¥禍
I.IOYR%黒禍
1 b 10Y R宵暗補、05-.徹量、小睡含有、密
1 c 10Y R討褐、位性、密
Id IOYR%暗褐、やや粗

Ie lQYR町時掲+IOYR%貧褐ソフトロー
ム(90:10)、やや密

日 IOYR%鳳冊、やや密
W 10Y R元賀補、やや粗
W. 10Y R1.7/1鼎、やや粗

P20 

5. IOY R官補LB微量混入湿性ペースト状、担 1. 10Y R討o5-a砂担微量混入堅致
2. 10YR%明貰褐砂控混入堅致

1. 10Y R対にぷい賞褐 + lOYR ~{禍 (8 : 2)
6. 10YR%禍 LB徴量混入湿性ペース卜状、相 ソフトローム位混入相

3. IOY R指貫褐7. IOY Rj:(褐LB微量混入 2. 10Y R褐ソフトローム小醸混入
4.IOYR%賞褐、堅致
5. 10Y R諸賞禍、堅致

8.10YR%貰網、湿性ペスト状 3. IOYR%暗褐、温性

9.IOYR%補、温性ベース卜状、粗 4. 10YR%策綱、 LB混入粘性
6.10YR%賞褐.5an睡混入
7. 10YR対補佐状、粗

10. 10YRぢ補、05-a混入湿性ベースト状
11. 10YR官補、湿性ベスト状
12. 10Y R百暗禍、湿性ペースト状、粗
13. 10YR%網、 3an聾混入、堅致

SPL 
-.88.000m 

p]6 

1. 10YR%褐、粗
2. 10YR古暗褐05-.微量4団理混入、教状
3.IOYR%褐+05-.(90:10)温性、粗
4. lOYR 1~補 + 0 S-a微量、湿性
5. IOY Rガ褐+05-.(50:50)湿性
6. IOY R'Y.i禍十05-a 
7. 10YR%貰補+対禍(6:4).2cm碑 LB混入
8. 10YR~にぷい賀補 LB
9.10YR%貰褐
10. IOY Rj:(褐+05-.(80:20)温性
11. 10YR%賀補+10YR%明貧禍LB(9:1)堅致
12. IOY R7.i'1こぶい貧褐+IOYR%明前倒

L B+05-.混入温性
13. 10Y R%にぷい貧褐+10YR%明賀補LB

LB+05-. (50;40:10) 

P14 柱穴覆土〉

1. 10Y R%にぷい賞褐、

プスト状、やや密

2. 10YR%褐、中様混入、

ペースト状、密

3. lOYR%褐、砂賀、

ベースト状、やや租

9 4:，Ocm 4. 10Y R%明賀補、小楳混入、密

5、 10YR%明黄禍、砂際栓混入、やや密

6. 10YR%貨褐、砂楳粒混入、やや密

廻る。紬調は白である。 5は美濃灰粕の碗である。

紬調は 8Y、7.5の 3Sグレイみの賞である。剣

先蓮弁文が施される。勝山館E群に属する。 6は

美濃灰粕の端反り血である。粕調は 8Y、7.5の

30 

8.IOYR%褐位状、相、慢性
9. IOY R百摘
10. 10Y R発賀補05-.小峰混入

P37 11. 10Y R討褐、混性ペースト状
12. 10Y R%補
13. 10Y R%賞褐、堅致1. 10YR%賀補、LB小瞳混入

2.IOYR%禍 LB小暗混入堅致 14. IOYR括禍05-a微量浪人堅致
3. 10YR ~にぷい賀補、温性粗 15. lOY R%禍05・a微量混入
4. IOY R官補、温性、粗

5.IOYR%縄、組
6. 10Y R封縄、温性、粗
7. 10YR ~にぷい貰冊、 o 5-a混入湿性
8.IOYR%賀補、粘性E致
9.10YR%貰禍、小陣混入、粘性、温性
10. lOY R%補、 LB混入、温性
11. 10YR%貨縄、小聞混入、粘性E致
12.IOYR%貧禍.'l、障混入、粘性堅致
13.IOYRぢ LB小園混入

第31図セクション図

〈土繍覆土〉

A. 10YR~褐、ペース卜状、やや密
B. 10YR%褐、ペ ス ト 状、粗

C. 10YR%褐 +lOYR%黄 禍 L.B (70:30)、粒状

D. 10YR%にぷい黄補、ペースト状、やや粗

E. 10YR~褐 L. B微量混入、やや密
F. 10YR'j(，暗褐、 L.B微量i昆入、粗

G. 10YR%褐 +lOYR%黄禍L.B (70:30)、やや密

H. 10YR%黄禍L.B+IOYR'j(，暗禍 (50:50)、粗
1. 10Y R対褐 +lOYR%黄禍 (80:20)、ベースト状、粗

J. 10YR%黒褐、密

Sl，L' K. 10Y R:%(禍、密

L. lOY R:%(褐、ペースト状、密

M. 10Y R%暗褐、小様含有、ペース卜状、やや粗

N. 10YR%賞 縄 LB、中様混入、密

O. 10YR:%(禍、ペースト状、密

P. 10YRぢ褐、中礁含有、粒状、密

s..tt P33 (柱穴覆土〉

a. 10YR%にぷい黄掲、投状

b. 10YR:%(禍

c. lOYR%にぷい賞褐、柱痕跡覆土

d. 10Y Rぢ補、小際混入、ペ スト状、やや粗

e. 10YR:%(褐、粘性強
f. 10YR%褐、中際混入、密

g. 10YR'j(，暗禍、栓状、密

h. 10Y R発賀補、微少際混入、砂賀、ペースト状

i. 10YR%前褐、微少様混入

j. lOYR%にぶい黄褐、粒状、やや粗

k. 10YR%褐、oS-a 10%、ペ ースト状、密

J. 10YR%黒褐、粒状、ペースト状、密

銀副~

くプ， 
〆
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土域・出土遺物

3 Sグレイみの黄である。勝山館E群に属する。

7は美濃灰粕の皿である。紬調は10YG8.5の3

Sうすい黄緑である。 見込みには断面よりみると

印花がある。これらの示す年代は青磁慨は15世紀
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後菜、白磁皿は16世紀中菜、染付は不明、美濃灰

粕碗、皿は16世紀中葉である。その他に銭が 3点

出土している。いずれも判読不明。

小括

(1) 建物跡

調査の結果地割段により区画された 8つの地割

面が確認された。そのうち 6地割面の調査を行な

い計12軒の掘立柱建物跡が確認された。そのうち

総柱の建物跡は10軒を占め圧倒的に多L、。その詳

細は南北棟が9軒と多く 、東西棟が 1軒のみであ

る。またその規模は 2間 x4間が 7棟と多し、。地

割面積は昭和59年度調査区に比しかなり狭く 10~

49m2程である。昭和59年度調査区では間仕切り炉

等の施設を持つ居住空間と総柱の正方形に近い倉

庫等の付属施設計 2棟で l人が占有するとのこと

であったが今年度調査区ではその後者が大部分を

占め、倉庫群が立ち並ぶ空間としてとらえること

ができる。

(2) その他の遺構

昭和59年度調査区では焼土等より鉄淳、鍛造剥

片等が検出されたが今年度調査区では焼土よりそ

れらは見い出せなかった。また18号地割面の炭化

物集積地区は建物跡柱穴との切り合い関係から見
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第33図第20号地割面遺構平面図

て侍屋敷跡地内建物跡廃絶後の新しい時代のもの

と考えられる。 19号地割国土墳はその覆土より若

干の鍛造剥片が見つかっているが0.05gと極めて

少量である。これらのことにより当地区では鍛治

を行なわなかった可能性が極めて強L、。

(5) 遺物

陶磁器の出土盆は極めて少なく破片が圧倒的に

多いその内訳は表 lによると舶載品との国産品の

比率は土塁、14号地割面の近世陶磁器を除くと 1

1でほぼ同じである。舶載品では青磁端反り碗、

青磁稜花皿、白磁端反り皿、染付蓮子碗、染付碁

筒底血、国産品では美濃鉄粕碗その他近世陶磁器

が出土している。 f雷鉢はすべて勝山館E群の口唇

が内削ぎ気味のものである。これらの陶磁器の示

す年代は一部古いものもあるがその主体は16世紀

前葉~後葉と考えられる。(斎藤〉

註 l 九州陶磁文化館 大橋康二氏に実見して

頂き御教示を得た。尚14~21号地割面出

土陶磁器も実見して頂き御教示を得た。

2 土塁関係の遺構、 14~ 19号地割商の建物

跡の時期、規模等は鈴木亘先生に御教示

を賜わった。誤りは筆者の責である。
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第21号地割面遺構平面図
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第36図出土遺物

2.地形測量

(1) 位置、目的 (附図 2)

今年度調査区より北側の侍屋敷跡地内未調査区

を行なった。未調査部分の地形による遺構の把屋

をし次年度以降調査の指針とするためである。全

体は南北に伸びる通路、段、通路東側の窪地、宮

の沢地内平坦部、最北端の小高い丘部分よりなる。

(2) 遺織

a 通路(図上A) 今年度調査区北端の台地

中央部よりそのまま約75m北進し二股に分かれる

Iつは弧を描きながら華の沢へ落ち lつは宮の沢

地内平垣部へ進み、弧を描きながらその箇所を通

り抜け南東斜面を駆け上がる。前者は斜面の人工

的な削除等も見当らず踏みつけ道のようである。

後者は斜面の高い方を削り平坦面を作出する。

b 段(図上B) 3つの段が確認された。 1

つは本年度調査区北端より20mの所である。東西

幅 9m、標高差60cm程である。段は大きめの礁で

根固めがなされている。 2つ目はさらに 2m北側

に位置する。北側に張り出すように弧を描く。東

西幅 9m、標高差20cm程である。いずれの段も南

l 

2 

側には平坦部が作られている。 3つ目は平坦な窪

地に至る前の段である。北西から南東へ弧を描く

東西幅約10m、標高差180cm程である。

C 窪地(図上 C) 東西幅 5m、南北隔22m、

標高差 1m程てある。当台地東側の肩に幅 1m、

長さ15m、標高差30cm程の土塁が巡る。この土塁

を横断する形で台地震から宮の沢地内平坦部へ至

る通路が斜面上で2カ所確認された。当箇所西側

を通る通路上の問には 3つの窪みが確認された。

d 宮の沢地内平坦部(図上0) 東西最大

幅 7m、南北15m程の不整三角形状である。中央

部分には通路が走る。尚宮の沢川へ降りる通路が

2本あり、沢の対面にはそれに続く通路が確認さ

れた。

(3) 小括

宮の沢へ降りる通路は沢を狭んで対面の旧道跡

との関連を想定させ、また段 ・窪地には建物跡の

存在が考えられる。宮の沢地内平坦部は通路の分

岐点、となっておりひんぱんな往来が考えられる。

いずれにしても侍屋敷跡地内既調査区とは様相を

異にしており、侍屋敷跡地内の入口と考えられ門

等の新たな遺構の出現が期待される。(斎藤〉
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表 1 出土陶磁器集計表

内¥産地 船 舶 国 産

出パ

主 ，畢
‘高 lil't 合計

苛酷 (1陸 染付 .Jr.絵 朝鮮 ，1、lt 肥前呆 関西呆 '1、計 館前 時柑 :x!担 唐津 白書 '1、，It
fポ軸鉄柚典m*-~: 血肘 陶 器

14 腕

片皿 2 3 3 3 

地柿鉢

削その他

面 J十 5 

15 輔

'i 血

地 t市 持 3 3 3 

別 その{也

而 Jt 4 

16 酎

;;. 皿

地1;'， }~ 

剤 その他

面 J十

17 前

I} LJ!!h 2 2 

地出鉢

削 そ の他

面 ，It 2 

18 酎 2 2 2 2 

;;. 血

地拙鉢 6 6 6 

制 そのf色

圃 Jt 9 

19 蝿

li nIl 2 2 

地出鉢 2 2 2 

削その他

面 J十 4 

20 硝 2 2 2 2 

日皿l

JiI!柿鉢

制そのf也

面 Jt 4 

21 前 6 7 8 8 

i;' 皿 1 l 

地問h 持 4 4 4 

削 そ の他

画 It 13 

上 融

皿 2 9 臼 2 

f市鉢 2 2 2 

そ町f色 I(由拘)

}耳 ，It 5 

:己 陣 2 3 3 

nIl l 2 2 9 4 " 市~， jド

その他

桝 ，lt 7 

Ll': 
ワ 3 11 16 11 4 2 19 19 19 54 
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表2 柱穴観察表

揖 り 方 柱痕跡
PitNo 地区 描 り 方 四 土 柱副跡曹 土 情 考

大きさ 深さ 擁高 大きさ

24G18 7.5YRY.尚. 05-3惜凪 38.0X38.5 99.9 90.352 9.5x 10.3 2より符 DJIII 

2 24G18 10Y RM時紘1. LB40% 30.5X42.5 26.1 90.303 lより古

3 24GI8 10Y R!$にぷい輩出ー 05-310% 31.0x37.5 93.0 90.269 05-3純層 14.1 X12.2 目制

4 24G18 10Y RY.削. LB 5% 41.9X46.0 81.7 90.212 16.0XI3.5 E剛

5 24G18 lOY R!$灰貧尚.05-/1 7% 36.2x40.8 77.3 90.125 14.5XI3.5 E醐

6 24G13 10Y RM時尚. LB 2% 46.5X50.0 81.8 90.052 16.5x14.0 27より古

7 24G13 IOYRXにぷい黄制 ローム買，置 47.0X46.2 78.9 90.024 lOYRM時制，粗 15.5X 12.5 H聞

8 24G18 10Y R Y.にぷい賞制，やや官 36.2X32.5 15.4 90.219 

9 24G18 10YRM時紘1.05-，1%. LB7% 33.1 x32.5 83.3 90.132 11.0X14.5 10より古44より 1.¥ 1醐

10 24G18 10Y RY.制 LB7% 48.5x41.5 75.2 90凪 4 12.0X11.8 9ょη44ょη1.¥

141 II 24G 13 10Y RM削.LBI5% 41.2X35.8 84.3 89.879 16.5xI4.5 58より61ょη1.¥

12 24G 18 lOYRXにぷい貧出.LB.掘方外瑚に有 36.5x27.5 76.3 9⑪ 260 05-a純層 水質部捜存 65より斬 H嗣

13 24G19 10Y RXに 34.5X35.8 88.7 90.230 空洞化.水質部桟存 13.5xI3.5 25より'庁 目聞

14 24G19 10Y R九lニぷい黄制.L 815%. OS-.プロ ，7 45.2X33.5 89.9 9⑪ 202 1かOYら木R'買d時部残制存白 相， 空調fヒがな〈会 勺て 19.5X15.5 35より52より斬 U J111 

15 24G18 10Y RY.時制 05-3.やや粗 31.3x32.4 81.0 90.217 11.5X 9.0 63より'庁 D J111 

16 24G19 10Y RXにぷい賞制 LBR.05-，微量 37.5X27.5 81.1 90.205 10、R;，崎弘1.粗木賀郡揖押+火山lIi純層{少々 ) 15.0xl0.5 29より43より軒 日剛

17 24G19 10Y R!$にぷい貧困.LB25%. やや密 35.0X41.8 91.2 90.129 1ft0 Y 木RM賞時出残同目存制。 佐山下拙05-a空調 14.0X12.4 34より62ょη桁 U J111 

18 24G19 lOY RM制. LB 2 % やや粗 34.0X31.5 66.2 90.054 14.5x12.0 54より斬 DJIII 

19 24G19 lOY RXにぷい黄刷，中曙30%.密 33.5X42.0 82.3 90.110 YRM時制，粗.下部05-/1純暗 12.5XlI.0 36より街 H脳l

20 24Gl4 10)" RS~ によL噛制.05-.徴量.If暗，やや存; 39.5x30.5 88.6 90.092 lOYRM時制.組，下部05-a純層 14.5Xl1.2 H剛

21 24G14 10Y R!$にぷい貧制. LB 7% 36.5X39.0 74.6 9⑪ 017 lOYRj3時胤空;)1ft.極粗，木買部損得A、皮残存 14.0X14.5 37より1.¥ H剛

;:;'1 22 24G14 10Y RM柑 38.0x36.0 65.5 89.8叩 10Y RM時制. 05-.. やや組 40より1.¥ H剛 l

23 24G18 lOY RS，賞制.ローム張，極官 34.0x36.0 72.2 90.143 lOYRM時制.やや粗中部05-3純刷 6.0X 7.5 日開

2' 24G13 10Y R S~ に -1礼、賃制 LB却%.やや芭 27 .5x 23.0 71.4 90.109 10Y R 九時制. 05-.. やや密 11.OX 7.5 D J111 

25 24G19 33.0X59.0 71.5 90.252 12.0X16.5 13より古 1醐

26 24G 18 lOYRY.にぷい賞制. L B30% 41.0X43.0 70.5 90.197 lOY RH.~\制 11.0X10.0 45より古53より軒 IJIII 

27 24G 13 10Y RY.にぷい貧制，やや宙. L B30% 46.0X40.0 81.6 同 063 IOY R :t.1l1r制.L B30% 20.5X22.5 6より新 I剛

28 24G 18 10Y RXに，刷、黄ru.L B30%.やや官 33.8x29.0 80.0 如 202 10Y RY.時給J. LBI5%.やや開 13.0x 13.0 42より古

29 24G19 10Y R九にぷい賞制.05-，微量.世.Ls1Q% 39.0x35.5 71.4 田 161 12.0Xll.5 43より新16より古 I刷

30 24G19 10YR}~紘J.やや粗 35.5X25.8 70.4 同 068 41より古

31 24GJ4 10Y R持前制+.，U，I 29.0x32.5 81.8 89.995 1O.8xI2.5 E則

32 24G 13 10Y RM制，やや粗.中嶋 48.0X39.0 64.7 90∞I 10Y RM胤粗 15.0XI4.5 H則

t也 33 24G14 10Y RY.制，やや密 40.5x40.5 62.6 90.045 I剛

34 24G 19 10YRMぬやや官官. 05-3.小嶋 34 .5X 33.0 76.3 90.086 10YRM吋刷.やや坦l 12.0XI3.0 17より古 I刷

35 24G19 10Y R河にぷい貨制 52.0x32.0 80.3 90.169 14.5xI4.5 14より古52より軒 I刷

36 24G 19 10Y R九州，やや芭 25.0x37.5 70.1 90.064 lOY R ....ru. 05-/1由民合有 14.0X15.5 19より古 I剛

37 24G14 10Y Rh制やや粗 05-，20% 28.5X43.5 55.0 89.9曲 IOY R 3.吋刷，やや担l中部05-3.純咽 12.5XI0.8 21より古66より軒 lJIIl 

38 24G 14 10Y R :l>:!¥ru. L B 7 % やや官 40.5x31.5 67.7 89.957 15.7x13.5 

39 24G 18 lOY Rh尚，やや笹 32.0X41.5 86.0 田 143 05・a古有 12.0x 9.0 59より紡

40 24G 14 10¥' R九制 やや粗. 05-3.撒量古有 31.5X30.5 26.0 89.855 11.0x 9.5 22より古

41 24G19 10、R}，制 LB10%. やや芭 38.5X39.5 77.9 90.078 14.5x10.5 30より新

42 24G 18 10Y RS，黄尚. L B50%. やや官 41.0X46.0 80.2 90.192 14.5X14.0 28より39より?庁

43 24G 19 10Y R!$に~~~‘貨制やや宜 44.0X45.0 61.2 90岨6 14.0Xl1.5 29より古

割 44 24G 18 10YRH貧尚. L B70%. やや宙 49.0x 17.0 67.1 田 104 9より 10より古

45 24G 18 2.5Y RM貧紘J.密。木盤位 36.5x50.0 90.5 田 222 10、RY.に，引、貸出。やや判i 11.5X14.5 26より 53より新

46 24G 19 10Y R5.にぷい賞制. L B50%.やや密 43.5X35.0 46.9 90.241 14.5Xl1.5 60より軒

47 24G 19 lOY R~，明貨制密t ローム世 43.5x44.0 33.4 90.199 

48 24G 19 10Y RXに ~~l ‘賞制，官 39.5X36.5 6.1 89.926 

49 24G 19 10)' R5‘貨制ー苦ーローム質 36.0X 18.0 62.0 90.019 57より古

日 24G 14 lOY R..制.やや粗 27 .8x 20.5 19.2 89.925 

51 24G 19 10Y R~4によい賞制.05-.. やや古.ローム冒 26.0X30.0 27.6 90.096 

52 24G 19 10'1' R54にぷい黄制，やや粗.LBI5% 38.5x30.5 52.5 90.067 17.5X 9.0 おより古

53 24G 18 10Y R5，賞制。 LB古有 19.5x38.0 58.7 90.169 05-. 5.5x 13.5 26より45より古

日 24G 19 10Y R5，貧紘J.官 15.5X26.0 50.1 90.075 5.5X12.5 18より古

面 白 24G 19 10'1' R5，黄山. i直 39.0x24.0 16.7 同 240 12より60より古

56 24G 14 10Y R九制。芭 29.5x 21.0 90.2 田 047 12.0x 8.0 

57 24G 19 10 、Rli時制やや組 41.0X46.0 87.6 回 078 lOYR九時株1.05-，聞M合有 15.0X12.5 49よりを庁

日 24G 13 10Y R九制，やや芭;. LB20% 46.0x 23.8 79.5 89.883 15.5X 9.5 11より古61より新 一
59 24G 18 10Y R54にぷい黄制，やや姐 21.8x 16.0 72.3 90.140 05-;1官有 12.5X 6.5 39より古

回 24G 19 叩 YRS.-にぷい賞制ーやや官，ローム砂粒 43.0x26.5 23.5 90.197 13.5x 7.5 46より古55より紡 ー

61 24G 13 10¥' R Y.に小t通貨制位払基盤粒10% 27.0X40.0 49.8 89.875 10.5X 15.5 11より 58より古

62 24G 19 36.5x32.5 17.5 9⑪ 053 9.0X 7.0 17より古

63 24G 19 10Y R'，/Il. LBI5% 36.0xI4.0 53.3 9⑪ 188 15より古

64 24G 18 10¥' R'，明貨制官 34.5X24.5 34.0 9⑬ 202 

65 24G 18 38.5xI5.0 80.5 回 260 10.5X 1l.5 12より古

35 



表 3 柱穴観察表

揖 り 方 柱痕跡
PitNo 地区 樋 η 方覆土 桂倶跡覆土 醐 考

大きさ 深さ 概高 大きさ

I4 h'" 66 24G14 28.0x35.8 43.8 89.864 9.5X 8.5 21より 37ょη古

24Gll 10Y R)(明賞制。 LB 官埋土 47.0X43.8 72.2 89.753 10Y R Y.時制.05-a7%. やや粗 16.5X16.8 D )UJ 

2 24Gll 10YRli明賞制.LB+IOYRYoIll. (50田J.埋土 40.5X49.5 61.6 89.733 10Y R~吋制，粗 13.5XI2.5 40より58より桁 lIUJ 

3 24Gll 10Y R}i賞尚. L8.曹，埋土 49.0X48.0 7'.6 89.710 IOY RM削.やや粗 13.5X11.5 日制

4 24Gll 10Y Rli明貨ぬ1. L8 置.埋土 29.5X32.5 67.3 89.651 10YR~時制，粗 12.0xI2.5 I聞

5 24G 6 10Y R封筒。 L830%.やや官埋土 35.5X39.0 42.7 89.385 IOYRY.時制.やや粗 16.0X13.5 l嗣

6 24Gll 1B 0 3Y0%R封埋にぷ土い賞制+lOYR5.:貧刷 L 39.5X45.0 75.5 89.593 10Y RM制. 05-.5% 14.5XI6.5 E嗣

7 24G 6 lOY R}i賀補，帯. L8. やや官.埋土 42.0X41.5 68.8 89.510 10Y R~時制. 05-.惜量，やや宮 15.8x17.9 H嗣

8 24G 6 FlA量r.1II~ゃ官+lOYR y.'時制 ( 0 52.5X48.2 65.1 89.367 12.8XI4.5 E期

9 24HI5 L8+基盤粒，密.05-.融量，埋土 47.5x51.0 74.8 89.661 空洞化 10.OX 10.5 42より斬 H剛

15 I 10 24HI5 10Y R~í賃制+ LB (外周) 7 % 33.5X37.5 57.1 89.656 lOY R}-.制やや苗 9.3X 10.0 I剛

II 24H15 IOY RY.にぷい賞制，密 32.5x27.5 58.1 89.627 16.0x 1l.0 31より古 I刷

12 24G 6 10Y RY.時制，やや粗。 LB5% 34.8x35.5 48.3 89.495 9.8X 9.8 I剛

13 24HIO 

長撚?霊iz堂z: 仁:: 川

29.5X36.5 56.7 89.4田 10Y R!flニぷい貨制.やや宮 12.3xl1.0 21より古 I剛

14 24HIO 
+RR20H1~0 時賞Y1 0制制R) H(賞粗8基0 

39.5X32.5 57.8 89.430 IOYR~期制，粗 7.8X 7.8 23より軒 日間

15 24HIO 34.5X31.6 26.7 89.224 8.5X 8.7 I聞

16 24HIO 43.2X40.5 67.9 89.404 l貨o但YR何毒事時盤曙刷. やや相.10Y R九にぷい 23.0X 18.5 U )UJ 

17 24HIO R~，貸出. L 31.5X27.0 57.2 89.312 IOYR~時制.やや粗 12.0X 13.5 34より続 I聞

18 24HI5 10Y R)i賛同+L8 (外周)10%.埋土 35.5x35.5 65.7 89.559 10Y RYo制 13.0x 15.5 D )UJ 

19 24H 5 IOYR!f灰貨尚. 05 -.30% 38.0x 30.0 28.2 89.113 24.5XI9.5 

号 20 24Gl1 1トOYローR珂ム事尚.揖10量Y含R九有に{小ぷ型い貧1削， ソフ 47.5X45.5 19.5 89.682 

21 24H 15 IOYRMにぷい賞制 05-.40%やや密 48.0X46.5 72.5 89.565 15.0X 11.5 13より新 H則

22 24Gl1 lOY R~賞制. LB却% 35.0X31.8 52.0 89.745 IOYRh .~\制 15.5X 17.2 I則

23 24H 10 IOYRU賃制.基盤技官有，やや粗，埋土 37.2X28.3 50.4 89.468 10Y R~時制，朝1 lO.5XIO.5 14より古 lJUJ 

24 24G 6 10YR~時制+ソフトローム 111竃量。やや阻 34.5X36.0 45.8 89.344 13.5X 12.2 I期

25 24HIO 150 1Y RO Hs幽-.+含1布OY R5，賃制. L B (95 39.5x37.5 45.9 89.382 lQ.OX 9.2 D )UJ 

26 24HIO l町 Rli明貨制基盤粒.L8やや密.埋土 35.5X43.0 58.4 89.356 lOY R~.時制， 粗 14.5X 13.8 I剛

27 24G 6 iO 5Y 01RHや刷や+置10Y R"~J貧刷 L B (50 35.0x32.5 43.0 89.185 10Y R~時制.やや粗 14.0X 16.0 33より軒56より古 lJUI 

28 24GII 10Y R Y.時総l.やや粗. 05-.帽量含有 45.5X38.0 64.8 89，631 16.0X 14.0 lJUI 

29 24GII 10Y R~時制. 05-a揖量合平i.やや粗 46.5X40.5 70.2 89.831 1O.0x 13.8 lJUI 

j也 30 24H 5 05-.純輔 (IOYR>{に.J(い貧位，世) 33.5X33.0 19.9 88.985 9.5X 15.5 

31 24H15 10Y RY.にぷい賞制.官 38.0X34.5 7.1 89.640 15.0X 11.5 IIより新 sIUI 

32 24HI0 Io {4Y 0R 6h0}明.賞や制や.粗L• B 2宅+土10Y R~l.t.\刷 49.5X43.0 62.9 89.485 空洞化 16.0XI7.5 DIUI 

33 24G 6 10Y RM期 制 や や 粗 46.1 x31.0 18.4 89.211 27より56より占

34 24H 10 110 0}}Y Y . {RRやソH封やフ制制粗ト++ロ11 0 Y R~賞制. L B (90 28.0x21.0 36.2 89.330 14.0X 4.5 17より占 I則l

35 24HIO 120 0 o ーYムR)~や貨や制桝nlL B (80 31.0X32.0 42.1 89.272 46より古 llUl 

36 24HI5 10YRIi制，やや置 43.0X48.5 83.9 89.705 10、R九制.やや樹 13.5x 18.0 E則1

37 24HI5 lOYRM制.やや芭 37.0X43.5 38.8 89.688 16.0X21.0 

38 24HIO 10Y R}，尚一ト LB20% 34.5X29.0 51.0 89.549 10"1' R Ji時制.やや組 1l.Ox11.0 I期

39 24Gll 10 1Y 0}R.~O にsよ1 い10賞%制+や1や0YVE Ra3時制 {田 40.5X48.0 15.5 89.644 

耳目 40 24Gl1 10YR~に .~P賃制 c古布置 33.0x36.0 16.8 89.672 2より占

41 24Gll 10Y RYo尚.やや置 30.5X21.5 5.0 89.695 

42 24 HI5 32.5x27.5 67.9 89.622 13.0X14.0 9より古 lJUI 

43 24 HI5 10Y R5，賞制官 25.5X20.0 23.6 89.558 10Y R l~時制。 05- 11. やや粗 1O.5x 10.8 

44 24Gll 10Y R'i制， C，やや官 24.0X21.5 28.4 89.560 12.5xIO.5 

45 24HIO lOYRM尚+L81O% やや組 38.0x37.0 47.9 89.434 10Y R~時刷. 05-lt，やや粗 14.0X13.5 I剛

46 24HIO 10Y R}-4制やや粗 28.0x32.0 56.8 89.335 14.0X17.0 35より 11[ lJUI 

47 24H15 05-.純層(lOYR7)にぷい賞担，官) 49.5X48.0 83.8 89.745 17.0X14.0 49より軒 目期

48 24G 1 10Y R九制.05-lt7% 37.0X31.5 22.6 89.047 12.5xl1.0 

49 24HI5 1B 0Y (6R0jh4暗0削f.";や10や~r'4 にぷい貨制， L 22.5X22.5 75.6 89.722 11.5X 14.5 47より古

面 50 24H 15 21.5X31.5 63.5 89.649 9.0Xl1.0 I嗣

51 24H 15 基盤曙 36.0X44.5 83.8 89.851 18.5X21.5 I剛

52 24H 15 基盤瞳+時制色土 32.5x26.0 70.2 89.791 13.5XI0.0 l聞

53 24HIO 33.0x31.5 72.7 89.443 13.0x 11.5 I聞

54 24HIO 26.0X27.5 17 .6 89.242 

55 24 H 5 22.0x27.0 13.0 89.174 6.0X 9.5 

56 24G 6 36.5x32.5 42.8 89.244 12.0Xll.5 27より33より新 I刷

57 24G 6 29.0x21.5 13.8 89.392 

58 24Gll 56.5X30.0 14.9 89.730 

59 24HIO 20.5X19.5 8.8 89.422 

16 24GI2 raqぁlニぉrT3型+1品r'ギヰ，~刷。 34.5x38.5 63.8 89.656 IOYR~にぷい賃制 やや粗 11.5X 9.5 l剛

号 2 24G 7 10"1' R}i賞 制 や や 密 31.5x35.5 53.4 89.514 10Y R!fに相、賞制+IOYR~時凪やや岨 10.0X 1l.5 8より，. lJUI 

地 3 24GI2 1に0ぷYいRli賞制貧制i!;LB，;¥C世位+lOYR.h 36.5X34.0 64.3 89.677 10Y RM削 1l.OXI3.0 I剛

制 4 24G 7 IOYR町時制+IOYR明貨制 199:1). C 51.0X41.0 35.7 89.338 9.0X 7.0 13より古

面 5 24G 7 1L 0 Y B R{h引0に3ぷ0)い‘賞や制や+gE10 Y R・.明貨制. 39.5X34.0 40.0 89.555 16.5XI7.5 I闘
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表 4 柱穴観察表

掘 り 方 住山跡
PitNo 地区 掘 方国 土 桂瓜持田 土 繍 I!; 

kきさ i草さ 標高 大きさ

6 24G 7 10YRX制+lOYR'，明賞制(90:10)やや置 36.0x35.5 46.8 89.514 10Y RM出，やや密 15.0xI3.5 s )(11 

7 24G 7 1，0 e刷Y(RSO H出S0+1020Y }. R o Hs 刑-制.1歳+以10YやRや~樟防 35.5X42.5 53.3 89.556 13.5X12.0 29より章H s )(11 

8 24G 7 10YRMI:"品、賞制.ソ7トロ}ム微量，やや拡 29.5x32.5 19.7 89.484 10、Rちずにぷい貧Ill. やや粗 6.5X 6.0 2より百

9 24G 6 31.5x28.0 46.2 89.510 9.0xlO.0 1剛

10 24G 6 IOY R%にぷい貧肱l.05-，微量。やや苗 24.0x23.0 19.6 89.376 

11 24G 6 1貸0出Y，RソHフtこトぶロいー賞ム制)，(8L0B 20{)1。0やYやR拡h剛 27.0x29.5 67.6 89.290 10.5x )).0 s )(11 

16 】2 24G 7 IOY R})にぷい貧刷 やや粗 27.5X23.0 9.1 89.582 

13 24G 7 lOY RM削，やや粗 42.0x39.0 60.6 89.486 16.5X14.5 4より新 I則

14 24Gll 1B 0Y {6R 0H '4iニ0)ぷい賞制+10YR'.質問.し 32.5X36.5 6U  89.689 空洞化 6.0x 7.0 33より紙 I剛

15 24G 7 10¥' R'.明賞制. L B. 05-a惜凪 36.0x35.5 72.1 89.436 13.0X 13.0 E期

16 24G 6 l1o Y 7Rト・ロ{Iーーぷムい(8貨0制2+01}0Y R~制IJI貸出 3O.5x28.5 44.2 89.384 9.5x 9.5 H剛

17 24Gll 10Y R~浅黄抱 OS-a純咽. ¥t 30.0x29.5 66.6 89.682 10.0Xll.O I阻

号 18 24G12 lやOやY芭R ~4時制 +10Y R'，日'11'賞制(90:10) 29.0x28.0 63.5 89.636 11.0xlO.5 目制

19 24G 7 lOY R~，賞制. LB. やや苗，珂土 36.5X36.0 73.6 89.618 IOY R}$にぷい貨制 やや粗 14.0Xl1.5 UI 

20 24G12 

1ム0粒YY RRR ト{I76H吋吋00刷3+011.0，7賞Yo 貸0や制出RSや3%++1槍0賞l)l微。制Y、hやt。RR，や~・ノや粗U1フ1や貸aト椛el刷出ロー

36.0X43.0 72.5 89.668 10，" R~:品刷。やや祖 8.5X 7.0 s )(11 

21 24G 7 10 に4，S0f)い 43.0X41.5 47.6 89.570 lOY RHに 5.5x 5.0 40より古 I剛

22 24GI2 
1L 0 B Y に ..い，

42.5x29.5 56.3 89.701 10Y R~時制。やや粗，空調ft 13.0Xl1.5 UI ソフ ローム(

23 24G 7 10Y R~時制やや粗 c 37.0x33.5 68.1 89.497 12.5XI1.5 E刷

地 24 24G 7 10Y R ~吋制やや粗 32.5X36.0 65.6 89.4田 9.0x 9.5 s )(11 

25 24Gll 10、R}$にぷい賞制，やや誼 28.5x38.5 63.5 89.636 11.5X12.3 27より新 n )(11 

26 24G12 10Y R 吋にぷい賞制. LB. OS-a 29.5X32.0 72.7 89.609 1O.5X12.5 n )(11 

27 24Gll 10 3Y Y 0()曲RR~九や4にl二や0)ぷ.1岨H い貸出+10、 R'，貸出 (70 30.3X34.0 59.4 89.619 10Y R4.制.やや粗 9.5xI3.5 25より古 UI 

28 24G 6 1B 0 ，密、前副 +10)"R5，持制. L 30.0x25.5 42.1 89.345 lOY R44出，やや粗 13.8xl1.8 UI 

29 24G 7 IO¥'R町時制 C. OS-a. やや相 32.5x42.5 11.3 89.540 7より古

削 30 24G 7 lOY R}4制. LB 31.0x29.0 46.8 89.388 13.5XI3.5 l剛

31 24G12 10YR ~時制やや粗 32.0X37.5 13.3 89.731 10YRM削，やや租

32 24G 6 10Y R 九にぷい黄制. 05-.. i'!; 32.0x33.0 10.1 89.526 

33 24Gll 10Y R九にぷ"賞制.05-，ーやや古.1:11副k 31.5X32.0 21.0 89.693 14より古

34 24G12 10Y R'.にぷい賀市.やや官. 05-3 16.0x19.0 10.3 89.679 

35 24G12 10Y R ~創出 +10 Y R'，尚{曲 201.i~J 29.0X32.0 10.3 89.785 

而 36 24Gll ぷ10YいRse・fMl(~削フ+0トLS18{(中10央%師)+}。1やOYやR柄・~. 1': 33.5x36.3 46.6 89.664 11.0XI3.0 日制

37 24G 12 10Y RSjに，1.:11賞制+LBI70:却).やや高 33.5x36.0 64.8 89.690 10Y R l~時制やや粗 12.5XI3.5 I剛

38 24G 12 1、0Y R %R JhM 制に，SS{6い0貧3制0+ 1L 0)B +やoやsv-t• + 10 35.5x37.0 71.9 89.732 05-a. やや密 12，Ox11.5 日間

39 24G 12 10Y R 九lこぷい賃制+LBI5O日).やや神; 39.0x39.5 74.3 89.848 10YR~時制やや粗 11.0xl1.0 目刷

40 24G 12 37.0x33.5 55.0 89.6田 13.0Xll.5 21より新 l剛

41 24G 12 16.5X 15.5 7.0 89.695 

42 24G 7 42.0X44.0 34.8 89.176 

l 24G 9 10Y R<，によ"黄削+05-，，190:1m，やや車 37.0X42.0 82.0 89.199 12.3X12.0 !)(II 

2 24G 8 05-，純幡 34.5x32.0 79.6 89.270 12.5xlO.5 I剛

3 24G 8 10、R九位)+10、R'1・'JI術150却} やや粗 23.2x24.3 42.6 89.061 9.5X 8.0 13よりlJf
17 

1L 0 Y B R{9h0 時・制10)+，10や、やR純;.明貸出 Jフト4 24G 8 62.0x53.5 43.0 89.153 17.5X20.5 6より 24よη続

5 24G 3 10Y RM~(剃 +05 - 1 (70: 30) 20.5x18.0 18.9 88.816 

6 24G 8 

111+L 00 0{5Y l、8Y0ORY RR{~R75h町吋に時)に・，に岡3刷ぷo0，i}、+い、sー曲い賞貧問-制や貸a世、出や+RLC 相1(05~B 0Y 明+R2貨l~0 O 制. ./ ヲ ト

46.5x29.5 23.3 89.139 16.5X 9.5 4より古

7 24G 8 
Y R1ltl，'}削 30.5x39.5 77.2 89.126 lO YR~吋制， 05-11 粗 17.0X15.0 UI 

8 24G 9 叫3s0e}制Io LS 8 a 34.2X29.0 64.0 89.039 10Y R刷やや粗 11.5xl1.8 UI 
，~. 

9 24G 9 10Y R.Y.に肌‘貨制+LBI日 50) や守，¥t; 27.5x31.0 60.8 89.206 10Y R制組 8.5x 8.0 UI 

10 24G 9 

3悶1O1100 00s 、Y、(151RR R00HH)+{65ぬ~に0穂0i)ぷ~に.31，いぃ00Oや賞YSや、1制貨R-0相a } 制H+ J11刷+L B (60 

25.0X23.5 15.0 89.026 11.Ox13.0 14より古

11 24G 4 10Y R '.1ニJ い前 40.8x39.0 64.0 88.883 10、R九時制.粗，怯残存 12.5xl1.5 I剛

12 24G 4 +やlや01'神.Rll l!，~制+ 29.5x33.0 49.0 88.829 10YR~時制. 05-a，やや粗 Il.OX 9.5 ]J(II 

1色 13 24G 8 2.5Y九オリーブ制.やや芭 29.0X24.0 19.1 89.070 3より古

14 24G 9 10)' R ~.>>l， 05-. 古 5O.5x46.5 73.3 89.076 14.5xI1.5 10より軒 J)(II 

15 24G 4 21-.0524、09Y)R勺1ち0や貨h同やH削開T++2や15寵0YY %ll占師 .1t+OS-4f60 30.5x32.0 71.0 89.013 空洞化 13.5X 12.5 ]J(II 

16 24G 4 
R'.にふい政伸.J (60 26.0X24.0 22.4 88.796 

17 24G 3 37.0x34.0 69.2 88.859 14.5xI3.5 22ょη，府 !)(II 

18 24G 9 10Y R九によ"員-制. i也' 41.0x36.5 69.2 89.119 10Y R九制. 05-4聞1oI.やや粗空岬{ヒ 12.5X14.0 I剛
割

19 24G 8 10、R<.ぬl，05-:1，間I，!.ややiも 39.5x31.0 5.2 89.188 6.5X 6.5 UI 

20 24G 9 lOY R~j耐+10...- R5，賞制{田 101，ややHI 29.0x32.0 26.4 89.13; 9.5xI3.0 21より新 ])(11 

21 24G 9 25.ZX21.5 21.9 89.086 8.5X 7.0 20より古

22 2.1G 3 37.0x25.0 49.6 88.884 9.0X12.5 17より古 UI 

面 23 24G 4 43.5x38.5 57.1 88.983 19.0X15.0 I剛

24 24G 8 19.0x23.0 8.7 89.069 8.7X 9.0 4より古

25 Z3G23 25.5x23.5 12.7 88.423 

26 23G23 23.0X28.0 16.8 88.856 10.OX 8.0 

I号82E面を
24G 2 惜10、ldRhや耐や粗+lOYR"4に，川、成制. L6 26.0x32.5 63.5 88.923 10Y R九時刷，やや相l. 05-，40% 1O.5x 10.0 ! n剛
24G 1 101' R j~ 出，やや宙. 05-" 5% 28.5x28.5 51.1 88.852 10Y R44時制やや阻 05-a 9.5x 9.5 ! n)(ll 

37 



表 5 柱穴観察表

掘 り 方 住痕持
PitNo 地区 抱 方 覆土 佐世帥曜 土 醐 考

大きさ i軍さ 標高 大きさ

3 24G 1 10YRY.時制，やや苗 37.5x35.0 68.7 88.828 05-a 9.0Xll.0 I 日間

4 24G 2 10Y R7'4'時制，やや宮 49.5X63.5 78.6 88.858 13.0X12.5 1.0期

5 24G 2 10Y R.Y.削.05-，10% やや官 37.5X47.0 57.2 88.731 12.2x15.5 田知l

6 24G 2 10Y R;f時制。 05-a惜量，やや粗 31.5x31.0 50.3 88.712 9.5Xl1.0 田川l

7 24G 2 10Y Ry.'n;i刷。 05-a5%，やや粗 29.5X30.5 日 4 88.825 12.0x10.0 1.0期

8 24G 2 10Y RY.時制. 05-a 5持，やや粗 29.0x35.5 46.0 88.723 9.5X 9.0 

9 24G 2 10Y R;f時制.05-al0% やや粗 25.5X24.5 28.5 88.797 

10 24G 1 I8o、(7叩Ro封出3却o削f."';や1叩oやY粗R封に 35.5x31.5 
18 

61.6 88.671 05-.20% 12.0x 13.0 1.0期

11 24G 2 10Y R 7'4'時制。 05-a5ラ6.やや粗 21.0x21.5 27.0 88.719 8.5X 8.5 

12 24G 2 
10やYB Y 2RRRE や(9HH対0や時時策Cd制5 制制10)++，loo やyY やRR舵HH 明貨制 ゾフト

29.0X28.0 47.9 88.598 13.5x10.5 1.0期
1L 0 1 明賞制(80:20) 

13 23G22 
ゃ吋 LB+IOYR}{刷 (60 

44.0x30.5 63.2 88.493 15.5XI4.3 1.0期

14 23G22 40 36.0X29.5 46.5 88.457 IOYR;f時給).やや粗 13.5XI2.0 t.O期

15 24G 1 lOY RMにぷい賞制，05-.15%.やや粗 23.5X36.5 14.0 88.766 

16 24G 2 lOY R.Y.制 05-01微量やや粗 36.5X30.5 47.5 88.708 11.5Xl1.0 1.0期

17 23G22 

1!?Ri強Bq引my1Vij'Z鳴j;;+輔副

29.0x24.0 34.0 88.452 lOYRM刷やや粗 11.0XIO，8 皿)(11

行口 118 9 
23G22 

IOYR 貨制ソフ
35.5X24.0 28.4 88.334 

l 卜oL B 
24G 2 1Y0 貧削 (90 44.5X32，5 50.5 88.646 11 ，Ox 9，0 rnwl 

20 23G21 10賛YY)同R ER B R t lOY RH  32.0x35.5 50.0 88.491 吋依1. 05-，50%. やや粗 15，5x13.0 1.0期
明10 貧制ソフ

21 24G 1 
1卜0{曲YL 刷 LB

41.5X36.0 79.3 88.723 11.5X 12.5 1.0期

22 23G21 24.0x30.0 36.3 88.473 10YRUに，刷、貧刷。やや粗 12，5x17，O 田I!II

23 24G 1 10Y R;f時制+05-， (70: 301.やや粗 19.0x13.5 14.0 88.641 

24 23G22 IOYRU臣賞制 LB.官 24.2X29.5 11.4 88.344 

25 23G21 1B 0 +Y 1R0 HY 尚RH+出10制Y(R50吋明20貨制3OJ.ソやフやト桜L 29.0x27.0 36.5 88.473 1.0聞

地 226 7 
23G22 lOYRMにぷ"賞制 34.0X34.5 33.2 88.389 13.0X12.5 皿1111

23G21 10Y R;f時制やや粗 34.0x33.5 24.0 88.246 05-a 9.5xI2.0 1.0剛

28 24G 1 O10 SY 1R1H0%時制や+や10岨Y R"~削貧刷(60: 40). 34.0X27.0 45.3 88.696 05-a50%.粗 13.5x日.0 1.0聞

29 24G 1 lOY RMにぷい賞制 05-315%。やや粗 36.5x41.5 24.6 88.711 

30 23G21 1S0 -Y aR{H70にぷ20い貸10出1，+や10やY阻R)i'1!号制 +0 51.4x34.0 22.1 88.39' 

31 24G 1 10Y RM制 ノフト LB融量，やや粗 15.5X27.0 13.0 88.472 

32 24G 1 10YRY.にぷい賞制。やや密(/'J曙多) 46.0x33.0 9.6 88.8田 7，QX 5.5 

33 24G 2 10YRUlニ，点、賞制+05-，(80:20)やや岨 37.0x36.0 68.1 88.709 15.5X14.0 1.0剛

訓 34 24G 1 5Io 0)、RO 吋Sに-，ぷ聞いは貸出や+や1神0i Y Rih削 (50 30.5X26.5 57.8 88.786 10Y RUに，伯、黄Il! やや粗 16.5x 16.3 illllll 

35 24G 1 10Y R)f時制。 05-，3%. やや粗 30.5x30.8 36.9 88.820 

36 24G 2 20.5x 19.5 11.3 88.833 

37 23G21 10Y R3i:，1.¥制やや粗 30.0x30.8 42.0 88.399 12，Ox 12，3 1.0聞

38 23G21 IOY R，i:!.¥削. 05-3融Jt.やや粗 23.0x26.5 25.6 88.321 13，OXI2.0 田剛

39 24G 1 10Y R 九にぷい黄出，やや粗 29.0X24，5 88.519 6.5x 10，5 

40 24G 1 10、RY.にぷL、貧制，やや粗 24.8x19.5 22.9 88.530 IOYRX:!¥耐 +lOYR'，明賞制(惜J.l1.粗 7，5x 9，0 illWI 

41 24G 1 37.0X28.0 23.8 88.434 10.OX ]1，0 1.0期

面 42 23G21 43.5X32.0 47.6 88.165 15.0X16，0 1.0期

43 23G22 3O.0x29.5 37.2 88.223 17.0XI4.0 1.0醐

44 23G21 30.0X32.0 28.0 88.142 14.5X14.0 1.0期

45 24G 2 10Y RY.にぷL、賞制。やや粗 27.0x28.5 9.1 88.427 

46 23G21 22.8x26，5 26.0 88.434 11.0x 9.5 

47 24G 1 45.0X62.0 58.4 88.924 14.5X14.8 1.0期

48 24G 1 43.0x51.0 56.0 88.862 15.0x 13.0 田知l

49 24G 2 26.0x26.5 55.5 88.721 8.0x 5.5 

50 24G 2 14.5X22.5 11.3 88.756 8.5X 10.0 1.0期

1 23G24 1貨0制YR(6河0川削30+110 01Y .RC 河.町や出や+官IOY R$， 38.0x32.0 30.7 88.116 

2 23G24 10Y R)f時制， 05-a惜量. C. やや帝 33.5x31.0 62.1 88凹8 14.8x15.5 1I矧

19 3 23G24 10、RYo制，やや官 50.5X41.5 68.4 88.086 10Y R ~4時刷， やや粗 15.5X 15.5 1I期

4 23G24 10 4Y Y ORR (HIH印O吋){制C+賞110やo制，Yや+R街c j1h0 出 +05-11(50 38.0x54.5 68.5 88.141 13.0xI6.0 1I期

5 23G23 1s 0a ニぷ却い Y やRやS‘il':貧耐+0 33.5x45.5 76.8 88.130 12.5X13.8 I期

号 6 23G23 10'1' R7'4'時制+05-，160:40)。やや苗 32.5X38.0 73.7 88.107 14.5XI4.2 日期

7 23G24 35.0x31.5 47.1 88.034 17.5x 9.5 I期

8 23G23 lOY RM時制+05-，180:201.やや吾l 35.5X42，Q 74.8 88.183 14，OX 13.5 日期

J~ 9 23G24 10 4Y 0)RH。にsぷ-，い聞貧紙制+C10 Y TE R%HJ制 (60 37.0x32.0 75.1 88.071 10YRh黄/1.1+10、R九刷 (40同) やや阻 13.0X12.5 I期

10 23G24 lOYR}{制。 05-a惜量 37.5x39.5 73.3 88.023 12，Ox 9.5 I期

11 23G24 4100Y ‘ l~~時や出や+宙10Y R 4，制+05-.，，(50 41.5X32.0 67.1 87.910 11.5X 9.5 I期

事。 12 23G24 IOY RY.黄体)+05-， 190:101.宮 48.5X28.5 85.1 88.148 1s0 -Y aR揖H肱制+暫llo、空R市13化.Ill(出 (60:40). 0 12.5X 8.0 1I期

13 23G23 IO 2Y 0 R H10時)制~+ 1 0 Y R ~í貧出 +05 -a(70 39.5x42.5 75.5 88.060 17.8x16.5 I期

14 23G24 10YRM時制+10YRS‘賞制(60"叫やや官 48，5x40.5 68.6 87.856 11期

面 15 23G23 lOY RXill/l.l+l0Y RM出 (60:40) やや苦 32.5x24.5 10.5 88.051 

16 23G23 1c 0 .Y やR九や建にjぷい貨制+05-11(60: 40) 39.5x32.8 76.2 87.990 10Y R~UI}刷，やや坦l 20，OX 14.5 I期

17 23G24 10Y R}，1l! やや密 51.5X48.0 77.5 88凹 3 IOYR)f時制やや哩l 16.5xI7.0 日期
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表6 柱穴観察表

描 り 方 住由跡
PilNo PitNo 地区掘 方 田 土 柱出跡珊 土 情 考

大きさ '"さ 原j!':j 大きさ

18 23G24 両】OY {7R0河川20刷+10}lu.、やRや九紘削+lOYR ‘賀 42.5X40.0 69.3 88.067 12.8x 11.8 I期

19 23G24 10Y R)，にぷい貨制，やや芭 38.0X40.3 73.1 87.966 10Y RM削.将i 16.5X16.5 I期

20 23G23 10Y R j(貧偽l. やや密 40.0X36.0 64.1 88.002 lOY R7{JI，I/ll+05-， (70: 30>.やや伴l 15.0XI4.0 日期

191 21 23G 19 lOYRM時制+lOYRX刷(50:50>.やや古 41.5x32.0 52.4 87.855 10YR7{:.¥1制，やや粗 17.5XI7.0 I期

22 23G 19 制10 Y { 6R0H拍刷+ I1 0o}Y R やHや~~制+10YR5l 貨 34.5X35.5 55.2 87.771 10Y R7{郎副+05-， (70: 30). やや粗 16.5XI3.0 I期

23 23G19 lOYR7{時尚+05-， (90: 10).やや宙 45.5X39.5 32.4 87.874 l期

24 23G19 10Y R}i賞制 +10YR，"，明貨制(80:20) 32.5x38.5 56.2 87.788 lOYRM時制，やや粗 14.0X14.0 11期

l} I 25 23G18 38.5X37.5 55.4 87.742 14.5x 14.0 I期

26 23G18 35.5X32.5 54.3 87.751 11.8x12.5 I期

27 23G24 10Y R ~~貸出。 OS-a間量。情 38.5X36.5 65.3 87.887 10YR7{時制。やや組 14.5x14.5 一一ー一 日期

28 24G19 10YRM時制+lOYRM刷 {剖 10).ややI占 29.0x39.0 37.1 87.605 7.5X 8.5 34より古29より斬

Jt I 29 24G 19 10Y R~~吋出+lOYRM制 (90 : 10>.や'<".Ii 21.0X41.0 31.2 87.805 11.0XI6.5 28より34よηi'i

30 24G18 10YR抑 制+IOYRH刷(90:10).05-，憶M 34.0X31.5 38.1 87.844 31ょη新

31 24G18 10YR"~同 +IOYR)i時制 (60 : 40>. 05-，微量 44.5x21.5 25.5 87.849 7.5X12.5 却より古

32 23G24 35.5X35.5 51.9 87.943 15.5xI5.0 日嗣

制 33 23GI9 10Y R"にぷい貨制+IOYR)il時制(60:40)官 43.0x55.0 43.8 87.687 14.0X 16.5 11期

34 23G19 29.5X38.5 40.2 87.684 12.0x14.0 28より 29より IR 1)明

35 23G 18 17.5xI6.5 10.2 87.655 

36 23G18 36.0x33.0 68.9 87.792 19.0X18.0 11期

面 37 23G23 29.0X34.5 66.6 87.9曲 13.5x 14.0 11 期

38 23G24 16.5X21.0 7.9 88.107 

39 23G23 28.0X23.0 15.9 87.988 40より軒

40 23G 18 65.0X48.5 19.4 87.978 39より古

1 24G17 
問1100+Y Y o RRsM%-H時1，'刷刷H++00O35Y0 Ra 2%0(7削・01+03}1，00)Y，cR官， 括惜質

34.5X36.0 90.604 10Y R7{時制+05-， (70: 30). やや粗 15.0x 18.0 

2 24G17 28.5X29.5 回 636 10Y RM1J.I尚， 05-.惜量やや粗 11.0X11.5 

3 24G16 
小10暗YR L M%や封C8刷剛貨や(o 5制岨++0s11+00-41Y Y a00 徴RY R aHR t H剛V貸明E 出 (60: 40>. 

41.0X41.5 田 660 o 10 S Y 1R微~l時也制や+や10粗YRll別刷 (80: 20) 14.5X 9.0 
20 

小1100 嶋Y Y R 健制 (50:50)白4 24G16 34.5X35.0 90.567 10Y R7{時制，やや秘 18.5XI6.5 

5 24G16 貧制R 話r.~J~~Y~\.~JI 36.5X35.5 90.520 lOYRll時制，組 18.5XI6.5 

6 24G16 10YR!i~1制+lOYRM耐 LB180: 20>' C官 34.5X31.0 90.602 

i} 7 24G16 10YRY.制。 C. やや粗 39.0x34.5 90.517 

8 24G17 

i革jiihli凶h器h;A持6率2 
38.0X33.0 90.569 10Y RH:U制+05-， 190: 10>'官 12.5xI1.0 

9 24G17 38.5x48.0 90.488 10Y Rl~吋制。時l 13.5xI2.0 

10 24G16 37.0x29.5 90.495 lOY RMI!I削 C.I!! 14.0x12.0 
地 11 24G 16 35.5x29.5 田 418 10Y R7{時制 C. やや暫l 12.5x12.5 

12 24Gl7 10Y R)i時制+05-，190:10). c.ややifi 20.0x23.0 90.562 

13 24GI6 lOY R"にぷい貧湖+05-，160:40>.やや岨 19.0XI7.0 90.207 

宮11I 14 24GI6 10'1' R河制貨やや制や管粗1+0 lOY R H刷 (70: 30). 34.5x31.0 90.557 lOYRH吋削. C.暫l 12.0xll.8 

15 24GI6 1cc 0.Y 岬咽R%. や+lOY R九明貸出 (80: 20) 39.5x35.5 90.460 10Y R吋時制 +05-， 190: 10)。朝日 11.0xI2.0 

16 24GI6 24.5X36.0 90.579 

17 
面

24G16 10Y RH期制 C. やや相 29.0x28.0 90.511 

18 24G17 25.5X 19.0 90.488 

19 24G 17 32.5X31.5 90.143 

20 24G16 36.5x27.5 90.339 

】 24H20 
1lフso 01Y Y トロRRM%ー(6時品0ム川制3}0(++70O10 1SOY 2L-0R a'+H也110賃0)制YやれやL刷科Bl 。+ソO 

26.0x26.5 90.374 

2 24H20 25.5x24.5 90.5∞ 
3 24H20 

21 
10V RM時制.粗 16.5x 17.3 田 487

4 24H20 10Y R4{削+05-， (80: 20). やや粗 24.5x24.5 90.450 

5 24H20 lOYR7{時制+05-， (90: 10>. C 。粗 30.0x21.0 叩 461

e行， 6 24H20 10Y R7{時制+05-， (70: 30). 粗 37.5X33.0 90.291 

7 24H20 -lo aY R{7%0削15+1015Y)R Hややに怜ぷ;い貧制+05 3O.5x33.5 90.405 

8 24H20 OS-.+10YR，v.'時制，ソフトローム(田 JO>.密 36.5x32.0 90.251 
1世

o(s40-・+却10Y30)RHや融や制面+10Y RK附制.9 24HI9 39.0x33.5 90.242 

10 24 Hl9 05-，+IOYRM:時制1 ソフトローム{田 10>.官 36.0x44.5 90.145 

制 11 24H20 JOYR""品、貧嗣+05-，190:10)拡やや官 32.5X29.5 90.596 

12 24H20 1L 0 Y B。RH(80時制15+.o5s)，aや+1や0官Y R5，貨制 22.0x24.5 90.229 

面 13 24H20 lOY RY.時制.やや密 15.5X22.0 90.666 

14 24H20 10Y RY.時制+05-， (剖 20)。組 14.0XI5.5 90.474 

15 24H20 10Y RY.目指制. やや粗 13.5x13.5 90.251 

16 24 H20 17 .5x 19.5 
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阻ま と め
昭和59年度に"伝侍屋敷跡、、の遺構確認調査を

註 1

実施し、総柱南北棟と身舎東西棟の組み合わせか

らなる建物群を検出した。これらに伴って、碗皿

等の汁器類、漁具、武具等が少量出土し、小鍛冶

作業を想わせる遺構と遺物が検出された。総じて

"侍屋敷、、とは伝えられ乍ら下級の階層の築住が

想定された。

61年度は地内中央やや北半に鈎の手状に整然と

築かれている土塁とこの建物群との関連性を明ら

かにすることを大きな目的とした。

調査の結果、 1741年降灰の渡島大島火山灰

(Os-a)を含むE層の上位に構築され、幕末~

明治の陶磁器を伴うこと、下位に掘立柱建物跡の

遺構商が残存すること等から勝山館の廃絶後の遺

構であることが明確になった。

本地区は別に“棟方屋敷、、とも呼称され、昭和

初期迄の土地所有者は棟方氏であった。棟方家の
駐 2

由緒によれば幕末勤皇の志士として活躍した棟方

多門が明治維新とともに野に下り渡道し上ノ国に

居住したのだと L、う。

土塁頂部に塀を設け入門部に冠木門もしくは棟

門を建f、3更に土塁の形状に併せて石列を配しそ

の聞には砂利を敷くとし、う構えはかなり手の込ん

だものである。実際にこの地内に棟方氏が居住し

たことを示す遺構は59、61年の調査では検出され

ていないが、 59年度出土遺物中に19世紀のイギリ

ス陶器の存在が判明し、圏内に於ける遺存例もま

たあるとのことは"棟方屋敷、、の背景を示す l例

であろうA4
館形成時の遺精は 6地割面から12棟の建物跡を

検出した。 1 ~3 回の建替えが行われているヂ

南側の高い方を削り落し、東西とコの字状に段

を作りその中の平坦商に掘立柱の建物を立てるの

は、 59年度調査区同様でありその規模にも大差は

ない。 2~3 度の建替えが行われているが、その

都度若干の段のっくりかえ、地割りの変更も行わ

れるようである。 59年度調査でも述べた所て‘ある

が、現存する段・地割が最末期のものであり、そ

の中におさまりの良いのがその時の建物であろ

う ~619号地割面の南半で検出された東西に走る溝

状の凹みは、第 I期の地割段直下の溝の痕跡と思

われる。
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16号地割商西側に集石部分があった。その堆積

はOs-a降灰以前であり、勝山館形成期として良

いであろう。既報でも述べた如く、本地内は東西

両側の小川の沈濫原であるのか、大量の撲が散在

しているが、地割 ・段の形成時にはそれ以上に礁

が多く、柱穴の掘り上げも容易でなかったと推さ

れる。本調査で検出された集石部分は、上に柱等

を立てる余地が全くない程に密集しており、又こ

の部分が特に川|の流路にあたり、崩壊を防ぐため

に補強を必要とする部位でもない事から、地割・

段の形成、柱穴の掘り上げに際して除かれた礁を

集積した跡と解される。

16号地割面で中央に柱のある総柱建物跡が検出

されたが、 59年調査区、 5、 6号地割面にも同様

の遺構が検出されており、一つの様式として存在

していたものと推される。又、 14号地割面で3間

x 4間総柱の建物跡が検出されたが、これは本例

がはじめてである。

この 2棟をはじめ検出された建物跡は、その殆

んどが総柱の南北棟であり、他は 2間 x4間身舎

南北、 2間 x3間身舎東西各 l棟である。しかも

2棟とも第18号地割面での検出であり、 6地割面

のうち 5地割面には常に総柱の建物が立ち、時に

は 6地割面全てに総柱建物が立ち並んでいたとさ

え考えられる。

総柱の建物は床下を強固にする、荷重のかかる

建物であり倉庫等を想定するのが一般的であろ

う。本地内に於てはその全てが南北棟であり、身

舎の建物跡が東西棟に集中する傾向と好一対であ

る駐7

18号地割面で検出した 2棟の身舎建物跡は南北

棟の方が古し、。もう l棟の総柱の建物跡とこの南

北棟の前後関係は明らかではないが、総柱の建物

が中聞に入るとするよりは、総柱の建物から同じ

軸線の身舎の建物となり更に東西棟に変化したと

するのが自然かと思われる。

検出された焼土もこの東西棟に伴うものと推さ

れるのであり、居住用の建物として使用されたの

であろう。

各地割内から若干の陶磁器等が出土している

が、 59年度調査で相当の距離を移動していること

が判明しており、必ずしも出土地点が当時の使用



場所とすることはできなL、。

59年度調査区と61年度調査区の聞には約400m'

の空間がありそこにも 6 ~ 9 地割面が存在するこ

とが推測される。又、 61年度調査区の北にも 4 ~

6地割面の存在し得る空聞がある。この地区につ

いては建物群の先端がどこにあるか見究める事が

必要であるがこれより北及び59年度調査区以南は

地形が大きく改変されており、本調査区内と同ー

の建物群が設けられる可能性は少なL、。

地形測量の項でも述べられているように本建物

群を総括するような施設等の存在も予測されると

ころである。これらから本地内に18の擬立柱建物

を伴う 地割面が検出され、 更に1O~ 15の地割面が

存しその半数は総柱の建物群である事が想定され

る。

61年度調査の結果、身舎、総柱の建物二者一対

一単位とする安易な想定は廃さなければならない

ところとなった。逆に言えば倉庫や、その中に納

められる物が個人に帰属する性質のものではない

事を示す証左であろう。 59年度検出の建物跡につ

いて再検討することが必要と思われるが、現時点

で少くとも 5棟を総柱建物跡とすることができ

る。

3，OOOm'弱の面積に30棟前後の建物が立ち半数

が総柱のそれであるこの地域を館全体の中にどう

位置づけるかは、本館跡の性格にも関連する大き

な課題である。総柱建物跡が館主体部からは検

出されず、竪穴遺構が逆に本地内から検出されて

いないこと、地割面積が主体部8~10号地割面で

は96~ 140ばであるのに対し、 侍屋敷地内では10

~98ばであり 、 その大半は50m'以下であること 、

建物の規模は、主体部9、10号地割面では26.36、

43.49m'の面積であるのに対し、侍屋敷地内では、

59年検出の身舎建物でも 22~30ばであり 61年度検

出の建物跡に至っては全て20m'以下であることな

ど極立った特徴があり、出土遺物に差のあること

も既述したところである。

又59年度調査で検出された小鍛冶関係遺構や遺

物の存在は61年度調査区内では明瞭でなし、。身舎

の建物が l棟と居住空間としての使用が僅かであ

る事と関連するのではあろうが、先の両建物一組

一単位の想定とともに、本地内を小鍛冶集団の築

住地区とする事も今一度検討しなければならな

し、。

これらを踏まえ各地の調査例等も参考にし乍ら

更に細かに検討を重ねこの性格解明に迫りたく思

うところである。(松崎)

註

l 鈴木亘先生のご教示による。

2 棟方家系譜図 1971 小寺巌 尚、同書

によれば明治 6年頃練方多門は上ノ国へ

来、 225番地に住したと L、う。同番地は現

在の国道沿い市街地で、本調査区地内には

あたらなL、。

3 註 1に同じ。

4 大橋康二氏を通じ神戸市立博物館学芸員

岡泰正氏の調査により英国スタッフォード

シャー窯1834~ 1859年のものと判明したと

のご教示を頂戴した。又、圏内では長崎グ

ラバー閣内に同種のものがあるという。記

して御礼申し上げる。(史跡跡上之国勝山

館跡、1[ PL45 中左)

5 調査区内の建物跡の想定復原については

鈴木亘先生の御指導を頂戴している。最終

的には調査時の諸資料等を含めて前後関係

その他を想定しており、誤り等の資は筆者

等に帰する。

6 史跡上之国勝山館跡、1[ 1985 

7 註 6に同じ。
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IV 保在処理
(1) 意義 がら地表面より深さがあり、空気中の酸素の供給

近年、道内特に道南では中近世の遺跡の発掘調

査が増加傾向にありその主体を占める陶磁器と共

に木製品、鉄製品、銅製品等が多数出土している。

この時代の遺跡では陶磁器を除いた殆んどの遺物

が保存処理の対象といっても差し支えなし、。特に

鉄製品、木製品が多数出土し保存処理の主対象と

なる。遺跡では遺構と共に出土する遺物、遺構外

より出土する遺物があり、前者はレベノレ、層的把

握等によりその遺構の年代を決める一つの手助け

となる。後者は遺跡の存続期間等がわかる。これ

は主に陶磁器等の編年が出来ているものについて

であり、金属製品等については今のところ該当し

ないと考えられる。しかしそれだからといって出

土したものに処理を施さないでそのまま置いてお

くと本体に錆が増殖し最終的には粉々になり粉末

状と化してしまう。調査し出土した遺物を後世に

残していくのが責務であり、その方法として保存

処理が必要不可欠なものになるのである。出土し

た鉄製品、木製品は土中に埋蔵された一定の環境

の中でも劣化は進んでいる。発掘作業により取り

上げ空気中にさらすと周囲の環境の激変等により

その劣化は加速度的に早まると推される。木製品

は水浸状態に近い埋蔵環境に残存し、過飽和の状

態で水を含んでいるものが多し、。出土後その乾燥

.収縮を防ぐ11':、味で水浸状態にし放置したとこ

ろ、まず水の腐敗が始まりその後木製晶表面にも

カピ等の大発生がみられる。肉眼で観察できなく

てもカピ等により木製品表面の劣化が進行しつつ

あると言って過言ではなL、。漆器では前述の劣化

もさることながら漆皮膜と漆器木質部の聞に水が

浸入し漆皮膜等の剥離が進む。また内面が赤塗り

の漆器では出土後空気にふれると色調は赤から褐

色へ徐々に変化してし、く。出土後水浸状態にして

も水の中に酸素がどんどん供給されていくためそ

の色調はさらに褐色化してし、く。鉄製品ではその

埋蔵環境が木製品程に限定された環境でなくても

ある程度もちこたえられる。しかしその出土地に

より腐食の進行具合等が全く違う。勝山館では昭

和57・58年遺物廃棄場所より出土した遺物はあま

り腐食が進んでおらず比較的良好な状態であった

これは木製品も残存するような水浸状態でありな
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が行なわれなかったためと考えられる。

昭和57・58年館神八幡宮跡附近から出土した遺

物は地表より深さもないため地表面の乾湿がその

まま遺物に影響したと思われ残存状態はやや悪く

腐食が著しかった。

(2) 今年度の処理

a 木製品今年度は恒温水槽により 1200点、

昨年度より処理中のもの40点の恒混合浸を行なっ

た。恒温水槽で行なった遺物は昨年度までPEG

40%浸演中のものである PE G60%、80%、90%

の順で行なった第37図、 38図は木製品の重量変化

グラフである。恒温水槽内の 4隅の任意の木製品

を抽出してその重量変化を観察した。これらより

見るとその推移は 1は90gから116g、 2は140g

から180g、 3はgggから109g、第38図では119

g から 127gへとそれぞれ1.06~1 . 28倍位の重量

増加がみられる。またそれらの含浸完了時期は 1

はPE G80%後半、 2は尚増加中、 3は PE G80 

%後半、図38は PE G80%直後と考えられる。そ

れぞれ材質、形状により異なる。処理後木製品は

PEGが表面に附着しロウが固化したような感じ

になる。そのままでは展示等には耐え得ないので

ぬるま湯にひたした雑布等で表面の PEGをふき

とったりしていたが、今年は処理後の木製品の表

面をエタノーノレをかけふきとると表面の色調も木

材本来の色となり木目等も良〈見えた了

b 漆器 アノレコーノレ、キシレン樹脂法により

20点の処理を行なった。今までの問題点として皮

膜と本体の剥離がある。これについては来年度そ

の補修を重点として行なって行きたLt2
c 鉄製品従来通りパラロイドNAD-I0の

ナフサ溶液による減圧含浸を行ない600点の処理

を行なった。昭和58年度遺物廃棄場所にて出土し

た黒漆で覆われた 7~8 連結の小札はメタノーノレ

にて脱水を行なってきたが錆が表面に附着し始め

て来たため ED T A 2 Naによる錆除去を行なっ

ている:;3(斉藤)

註 l、 2 元興寺文化財研究所 内田俊秀氏の

御教示を得た。

3 元興寺文化財研究所 松田隆嗣氏の御教

示を得た。
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環境整備

た。木樋は I本の丸木の四面を洛とし成形したも

のをコの字断面にくり抜いて作ったものである。

長さは4.9m、幅40cmほどで構の深さは先端にい

くにしたがし、浅くなる。下に土台材を敷いてゆる

い傾斜をつけ川|の中央からやや斜に固定されてい

た。発掘された樋は l基であるが、川と貯水池の

位置関係から 2~3 本連結して空壕跡の末端に水

を溶としていたと思われる。井戸は、自然石を基

礎に木の柱と貨で1.7x2.3mの長方形に井型を組

み、仮で囲んだもので深さは80cm余りである。

さらに 7本の木杭列が川の流れに平行して井戸

に向って打ち込まれていたが用途を確定する手掛

かりはみつからなかった。

整備にあたっては、木樋、井戸、木杭列の復元

をおこない各々寺の沢)1[から通水し、遺構とその

使用された状況を視覚的にわかりやすく表現し

た。また周辺は芝張りで整備し、空壕跡の整備で

行なった芝張りに連続するようにした。また遺構

全体は「寺の沢用水施設跡」とし説明板と表示板

の整備を行なった。

V 

1 環境整備工事

昭和51年度の整備事業は、昭和55~58年に発掘

調査された寺の沢用水施設跡を中心に行なった。

寺の沢用水施設跡整備のほかには、すでに遺構整

備の完了している空壕跡、土葬墓群等について、

説明板、表示板の整備をし、館神八幡宮とそれら

の遺構を結び寺の沢用水施設跡に至る園路の整備

を行なった。以下、工事の概要を述べる。

2.全体の構成

寺の沢用水施設跡

寺の沢用水施設跡は、館神八幡宮跡の南側背後

に掘られた空壕が寺の沢川に切り落とされている

付近に位置する。遺構は空壕端部に寺の沢川の水

を溜めた貯水地を始め、木製の置樋、溜井戸、木

杭列からなる。まわりからは箸、串、漆塗椀、下

駄などが出土しているほか、ソパ、ドクダミなど、

栽培種の花粉もみつかっている。このように寺の

沢用水施設跡は、勝山館での生活を知るうえで重

要な遺構といえる。

木製の遺構は沢の湿地に埋まっていたこともあ

り保存状態が比較的良く 、復元が可能と判断され
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空壕跡

昭和59年度作成の整備計画で空壕跡としてまと

めてあつかった空壕3箇所と、土葬墓群および遺

物廃棄場所は、その後の発掘調査により空壕に関

連して橋跡がみつかるなどしたため、空壕と橋跡

一帯を「揚手の構え」とし、土葬墓群および遺物

廃棄場所は「土葬墓群 ・室町期貝塚」として 2分

し説明板、表示板の整備を行なった。

園路

園路は勝山館を縦断している自然、研究路の「揚

手の構え」の南端を取り付き口として、「土葬墓

群 ・室町期貝塚」を経由し「寺の沢用水施設跡」

に至るまでを整備し整備箇所を見学できるように

しTこ。

3 各遺構の整備

木樋

木樋は発掘されたものをもとに 2基復元し、発

掘場所から寺の沢川の方向に連ね、傾斜をもたせ

て設置した。材料はヒパを使用し大まかな形を切

り出した後、手斧で仕上げをした。設置は、流出

を防止するため各樋の台木下 2箇所にコンクリー

ト基礎を設けポノレトで固定したのちコンクリート

部が見えないように埋め戻した。

また樋に寺の沢川の水を引くために、 )11を樋が

交差する地点まで盛り土をし川lに落差を作り、樋

が水をうけやすくなるようにした。

井戸

井戸は、発掘されたものをもとに復元したが、

地下遺構との関係や復元強度などを考慮し次の点

を変更した。

①井戸の深さは発掘調査によると80cmに推定さ

れるが、復元工事で地下遺構を傷つけないように

60叩深さにとと.めた。

②井戸を囲む板は四隅の柱をつなぐ貫に支えら

れているが、地表面が傾斜しているために最も土

圧が大きくかかる南側の面を補強する必要がある

と判断された。従って土に埋まる部分に貫を 1本

増し外見的にはわからないように補強した。

③井戸に水を常に溜めるために、井戸をつつみ

込むように防水シートを埋め保水性を高めた。

使用した材料はヒパで部材の形状は発掘された

ものの最大寸法のひとまわり大きい値とした。

木杭列

寺の沢川に平行してもうけられた木杭列も一部

復元した。材料はヒパを使用した。

説明板

説明板は、黒御影石パーナー仕上げの石板に、

ステンレスへアライン仕上の名板に地図と説明文

をシノレタスクリーン印刷したものを取り付けた。

表示板

表示板は、白御影石割り肌仕上げの石板に名板

部を磨き仕上げし、遺構名を彫り込んだ。

園路

園路は幅員1.6mとし、玉石の緑石をもうけ路

面は不陸整正の後、転圧した。なお、園路が雨水

で流出するのを防止するために張り芝側溝を設

け、寺の沢川|に排水するようにした。

また、国路の勾配が259百以上になるところには

階段を設けた。階段はマツの焼き丸太で土どめし、

路面を転圧した。

国路が王手の沢川を横断するところには木橋をも

うけた。木橋は、幅1.5m長さ 4mの丸太組とし

た。材料はヒパを使用し、部材の寸法は周囲の環

境や遺構のスケーノレに調和するよう配慮した。

(柳田 ・石塚建築計画事務所石塚雅明)

4.仮整備

勝山館跡は自然の地形を巧みに利用した山城の

形態をとっており、その景観を視覚で抱え得る事

も整備の重要な要素である。

文化庁の強いすすめもあり館主体部を中心に伐

採、伐開作業を実施し、仮整備とするところとな

った。 61年度は、昭和30年代後半から館主体部前

面に植樹された人工林の伐木を実施した。

この結果、館主体部西半斜面が直線的に寺ノ沢

川に切り落されている事が明瞭になった。

正面北半に作られていた 5~ 6m の高低差を持

つ大きな段が中央園路を挟んで東西両方に出現し

景観を一新した。更にその東側段直下は凹みが認

められ空壕跡の存在が予測されるところとなり、

文献に現われる "館の大手云々 、、 の位置が推され

るところとなった。館跡の本格的整備を行うには

その前の遺構確認調査も必要であり、容易に短日

時で完成できるものではなし、。その為こうした仮

整備を進めながら往時の景観を匙えらせ、来訪者

の視覚に訴えさせる事は有用である。又、整備の

手11頂を組み立てる上でも、大いに役立つと思われ

る。未だ、踏査すら敵わない地区も指定地内にあ

り継続して実施する予定である。(松崎)

45 



l問
直亙面白 脱明板

46 

量遊イ;:;λタリン 刷匪lf'i!iH.，1..___. 

l 問Z
GLλ司口開

U望--u-
凶】~

直豆豆] 巨豆亘]
褒 示 板

第39図 環境整備概要、表示板説明板正・側・平面図



ヒパ材150 ヒパ材150
滋仕上げ面は手彫あるいは同等の L=~W1 e =900 
効果のあるものとする.

盛土面
ヒパ丸主血工
ア60
270¥ お百

醐

井戸c-c一三三話

一

p

d
J
e
A
h
c
t
 

i
p
i
1
E思
怠

FULL--

h
M
1
t司
1
l

一

¢予

寺の沢用水施設跡遺僧位鐙図

二三言

寺ノ沢用水施設跡

山城にとって、「水は生命」といわれるほ

ど重要であった。井戸を掘ったり、河川、

湧水、雨水などあらゆる水源を活用してそ

の確保を図った。中世の合戦では1Ki原を断

つことが有効な攻撃方法のーっとされ、城

内では水不足を隠すために米を水のように

まき散らして敵の目をあざむいたりした。

勝山館の内部にも井戸や池なと・の用水施設

が設けられ、寺ノ沢川の中央には木枠を組

んだ「;留め井戸」が据えられていた。川の

水を引く樋も I 基発掘されている。 2~3

本連結して空壕跡IIIの末端に水を落したと

思われる。まわりから箸、串、漆塗椀、下

駄などが出土した。ソパ、 ドクダミなど栽

培種の花粉も見つかっている。又掘底は通

路に利用したが、そこから侵入される事も

多かった。

第40図 説明板詳細・木樋井戸復原

正・側・平面図
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勝山館街手遺徳位置図
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i鮮の構え

城の表口を大手といい裏を揚手という。勝山館

の大手と両翼は寺ノ沢と宮ノ沢に深〈刻まれた天

然の要害になっている。

揚手は自然の地形に手を加え守りを固めている。

尾根の細くなったところを掘り切って壕を作リ、

壕の内jJlIJに高く土塁を築く。さらにその上には柵

をめぐらし、一層堅固なものとしている。土塁の

中央には門を構え、壕には橋がかかっていた。 I豪

は断面V字形の「薬研堀」てつ}くのない空壕である。

両端は寺ノ沢と華ノ沢に切り落とされている。使

用年代は16世紀である(空壕跡1II)。この外側か

ら断面U字形の「毛抜堀J (空壕跡II)、 「箱薬

研堀J (空壕跡1)が発掘されている。外側ほど

その時代は古く空壕跡 Iの年代は15世紀の末頃と

推測される。

土葬墓群 ・室町期貝塚

夷王山墳墓群に接して41基の土葬墓群が発見さ

れた。 16X12mほどの土拡のなかに座棺が納め

られ、六道銭、漆塗椀などが副葬されていた。中

には釣針を持たされた人もいる。漁師ででもあっ

たのであろう。火葬墓はないが、いずれも仏教に

帰依していた人達のものと思われる。

空壕跡 Iとその北西の沢地を埋めて、白く貝穀

が散らばっている。鳥獣魚骨や貝穀が層をなし、

汁器、武器、狩猟具、茶器 ・文具 ・装飾品、鍛冶

製鉄関係品などをまじえ4mにも達している。発

掘面積は全体の%余、出土した点数約 l方点勝山

舘の生活の 端がうかがわれる。この中から犬や

馬、鹿の骨にまじって壮年の身分の高い本州系の

男性の骨が出土した。隣接する墓地には埋葬して

もらえないわけがあったのであろう。

第41図説明板詳細



VI 結び

史跡整備事業として着手された本事業はその事

業費の中で整備の前提となる遺構確認調査とその

結果に基づく整備工事を進めて来た。

その前半は、遺構確認の為の発掘調査に多くを

費した。非力な筆者等の調査は、明確な成果を塁

し得ず、幾度となく、お叱りやご指導を頂載した。

昭和59年度、整備実施設計書を策定し、これに

基づき既出の遺構等を本格的に整備すること、未

発掘地区については、仮整備と L、う方法で、その

景観を明らかにし、本格的整備に備えること、遺

構確認調査は、その閥、、伝侍屋敷跡、、を継続して

実施することなどを基本方針とし、本事業の後半

が開始された。

実施設計書に基づく本格的整備は第 2年目とな

り館後方、空壕外側の整備が行われた。

寺ノ沢地内用水施設跡には木樋、井戸等が復原

され、これに到る園路が整備され、土葬墓群、

貝塚、空壕跡等の遺構を示す表示板、説明板が設

位された。

館神八幡宮跡から南の部分の主な整備が進めら

れた事になる。空壕跡Eの東半の値裁による表示

が残されているがそれとは別に空棟四を渡る橋部

分、それに続く掬手門跡の整備万法が今後の大き

な課題である。

館神八幡宮跡北部に未整備の 8~10号地割面が

続いている。未だ資料整理の途中であるが、竪穴

遺構と掘立柱の建物とで構成されており、これら

の性格付けを行L、、この地区の整備を実施できる

ように進めたし、。

文化庁の強い勧めに従い仮整備を実施した所、

勝山館跡の崇観が一新するところとなった。一見

して大がかりな造成工事の手を加えている事が明

らかとなり、改めてこの館の規模の壮大さ、重要

性等を知らされることとなった。大手部分が推定

され、空壕の存在も予測される等、今後の整備方

法をも再検討する必要がありそうである。

侍屋敷跡の遺構確認調査は59年度に続いて 2回

目である。

屋敷跡の門跡かと思われた土塁は明治期の構築

と判明し期待は裏切られた。が、それとは逆に侍

屋敷地内の建物群が延々と続いていた事は予想外

のことであった。更に北へと続くものと恩われ、

往時のこの地内の景観を想像すると全く驚く外な

L 、。

61年度の調査の結果、 59年度の調査後に想定し

た事を改める事も必要となった。 61年度調査区内

の居住用建物は 1カ所のみで、他は倉庫僚の建物

であり、倉庫と住居が I組、一単位を構成すると

は言えないことが明らかとなった。倉庫様の建物

やその中に納められる物が個人に帰属するもので

はないことが推測された。

鍛冶関連遺構・遺物も明|僚には検出できず、こ

の種集団の集住地区の内容を更に検討すること

が、必要のようである。

北端部の地形測量を実施した結果、石積み、段、

平担面、古道跡等が明らかとなり、侍屋敷の出入

口部分に関連する遺構の存在も予想されるところ

となった。

これらについては引き続き調査を行い解明に努

める所存である。

整備工事や仮整備がすすめられ、勝山館の姿が

眼前に次々と提示されてきている。関係諸機関、

各位のご指導とご尽力の賜物にほかならなし、。

遺構確認調査は、又も予測の誤りであった事を

知らせ、筆者等の詰めの甘さ、追求の不足を露呈

させるところとなった。通例のことではあるが後

悔と自責の念を深くするところである。

関係機関、諸先生、諸先学には一層の御舟導と

御叱正をお願い申し上げますとともに、微力なが

ら努力を重ねたく思うところであります。(松崎〕
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PL. 5 

出土遺物

陶磁器

美濃鉄紬碗

揺鉢

播鉢





PL.6 勝山館跡遠景

東より

中景 (中央部分侍屋敷跡)



PL.7 調査区調査前

南西より

土塁調査前



PL.8 土塁調査 (土塁セクション他)

(土塁セクション) 再

土塁柱穴列と集石

門柱穴



3 

4 
出土遺物

PL.9 土塁調査

(土塁下部集石 ・出土遺物)

土塁下部集石

鈎状石列

-2 

5 



PL.10 第14号地割函・出土遺物

第14号地割面

南より

士也害U~生セクション 払

2 

5 

• 3 
4 

出土遺物
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PL.ll 第15号地割函・出土遺物

第15号地割面

南より

東より

集石箇所セクション

2 

3 

5 

出土遺物



PL.12 第16号地割面・出土遺物

第16号地割菌

北より

西より

1 I 
2 

出土遺物



2 3 

出土遺物

PL.13 第17号地割商・出土遺物

第17号地割函

南より

西より



PL.14 第18号地割面 ・出土遺物

2 

3 

守
4 
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第18号地割函

南より

東より

6 

8 

出土遺物



PL.15 第18号地割菌・出土遺物

砂鉄

木炭(XO.5)
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PL.16 第19号地割面・出土遺物

第19号地割面

西より

北より

2 

3 

4 

出土遺物



PL.17 第19号地割面・出土遺物

磁着する石 (XO.5)
磁着成分

砂鉄 木炭 (XO.5)
土積出土遺物

、. a 
、
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PL.18 第20号、 21号地割面・出土遺物
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PL.19 保存処理完了遺物

;茶器(xl. 0) 

O 
鉄製品(釘、録、小札、小柄、鍋等)

木装品(下駄、箸、曲物の底等)
(XO.4) 

漆器(xl.O) 
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環境整備(用水施設跡 ・園路)

(東より)

用水施設跡整備状況
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用水施設跡整備状況

用水施設跡整備状況

(南より)

置路整備状況

(北より)

(西より)



PL.21 仮整備

大手推定地

大手前方平担面と空壕

(南より)

大手前東空壕

大手前方西倶IJ平担面
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